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シンポジウム講演

藍をはぐくむ微生物の力

櫻谷英治（徳島大・生物資源）

徳島県の伝統工芸である藍染はタデ科植物の葉に含まれる色素を染料とした染物である。日

本において江戸時代には多くの藍染が行われ，かつては阿波藩における生産が盛んであり，現

在でも徳島県の藍染は全国的に有名である。藍染液の製造過程は，「すくも作り」と「染液作り」

の二段階に大別され，いずれも微生物による発酵が関与する（下図）。すくも作りでは，乾燥さ

せたタデアイの葉を 50℃以上の高温で約 100 日間発酵させることで，セルロースなどの植物成

分が分解され，青色色素であるインジゴが合成される。染液作りでは，すくもに水や灰，酒な

どを加え，pH 10 以上の高アルカリ条件において 2～3 週間発酵させることで，非水溶性のイン

ジゴが水溶性のロイコインジゴへと還元され，染液が完成する。これまでに，インジゴ還元能

を有する微生物の報告例はあるが，微生物群がどのように藍染工程に関わっているかについて

は不明な点が多い。我々は染液製造工程の短縮化及び簡便化を目指し，本講演ではまず藍染液

から単離した微生物群の機能について紹介する。

藍染液作りに関与する微生物について，発酵中の藍染液などから高アルカリ条件下で生育可

能な微生物の単離を行った。これらの菌株についてインジゴ還元評価を行ったところ，いくつ

かの菌株が高いインジゴ還元能を示した。それらを簡易同定した結果，Enterococcus 属，

Alkalibacterium属，Chryseomicrobium属の細菌であることが示唆された。次に，インジゴ還元反

応液における培地組成を検討したところ，グルコース濃度の増加に伴ってインジゴ還元力が増

加した。また，選抜株において湿菌体だけでなく，風乾菌体及び凍結乾燥菌体を用いても同等

のインジゴ還元能を示すことがわかった。さらに，インジゴを還元するための電子伝達にメデ

ィエーターが関わっていると仮定し，数種のメディエーターの効果を確認したところ，アント

ラキノンを用いた場合にインジゴ還元力が約 1.5 倍に向上した。本発表では，単離された微生

物の機能だけでなく，すくもを用いて独自に発酵建てを行うことで得られた藍染液の状態観察

やその中に含まれる有機酸分析結果についても紹介したい。

 
 

タデアイ すくも

染色

空気酸化

藍染液

微生物

50～70゜C
100日間

発酵
（植物繊維分解）

藍染液

発酵
（還元）

微生物 pH 10
2～3週間

工芸品

インジゴ（非水溶性）

インジゴ（非水溶性）

インジカン

ロイコインジゴ（水溶性）

藍染の工程
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谷 （ 大・ ） 
 

ス ーは本 は に する用 では く，生地， り ，組 ， （ め）など

を表す用 であるが，1930 代 から ー ，ジ イ ， などの 状 のもろ

さ， さなどの 力 的 性及び 状などと関 けられて ていた ）。そのような中

で，Szczesniak は における ス ーを 性によって ラス分けした ）。これは，現在も

の ス ー ロ イルとして， の分析によく用いられている。 
のおいしさと ス ーの関 に する有名な として， 本らの ）が ら

れる。 本らは 32 名と の 50 名に し，16 種 の料 のおいしさに

する の 性（ ，酸 ， などの ， り，色や などの 観， ， らかさ等の

力 的 性，そして温度）についてアン ート の を した。 の 性のう ，

と りを化 的 ， 性である 観と力 的 性を物 的 として， 料 に する

度を した。その結果， ， ， りようかん， ンジンのグラ セ及び などの

体状 のおいしさに する物 的 の 度は，それ れ 72.7，67.4，62.7，62.1 及び 62.0
であった。 ， ンジジ ース及び 酒の液体状 のおいしさに する物 的 の

度は，それ れ 18.3 及び 10.7 であった。 ， 体状 のおいしさには物 的 ，いわ

る の ス ー（ 性と力 的 性を含める）が大 な を及 す。 
このように 体状 のおいしさには ス ーの が大 い。 の ス ーは

力 的 性と 性を含めるが， に の ス ーというと力 的 性を表すこと

が多い。 ， の ス ーは力 的 性と うことになる。この の力 的 性に

は， の 造が大 く する。 
さ うどんのコ は有名であるが， で はコ を有してるうどんも でてからの時間

が 過すると，コ が くなる， で びすることは によくしられている。 ）に

よると， で のうどんは で びしたうどんよりも 60 までは応力が さくそれ

以上は高くなる。 ，コ のあるうどんは めは らかく，か るには い力を

とする。 で びしてコ の いうどんは，表 は で より しろ くなり中

は らかい。 ）や ）によると， でうどんの表 はデン ンが完全に 化し

ているが中 分ではデン ンが しており， これが，表 が らかく中 が い

の と えられる。 で びでは，表 が くなり中 分の さが 下するが，これ

には表 の 化したデン ンの 化や表 から中 への水分 が えられる。しかし，

表 のデン ンの 化は X で観察されず ） に水分 によると えられる。 
ーグルトのような 含有 ルの力 性は， と ルを 成する ト ー の

作用の を大 く ける ）。講演では，これらについても紹介する。 
）合 ，おいしさの科 と ジ ス の （ ， ），pp.53

65(2017)， ーエ ー ， 。 
）Szczesniak S. Alina, J. Food Sci., 28, 385-389(1963). 
） 本 子， 元 子， 科 ，10，97 101(1977). 
） ， 化する ス ー （ ），pp.277-288, NTS(2011). 
） ら， 化，70, 1343-1350(1996). 
） ら， 化中 国 36 講演 講演 ，33(2013). 
）Gohtani Shoichi, et al., Food Colloids, Biopolymers and Materials, ed. By Dickinson E. and van 

Vliet T., pp.100-108, The Royal Society of Chemistry(2003). 
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を の  

（ 大・ 生物 ） 
 

の は 本 といわれる ，すなわ ， ，酸 ， ， ，うま からなる。

うま は， で く認 されていたそれ以 の 本 では 明で ないことから日本発の

本 となったが，その定 には い時間がかかった。しかし， なくとも 科 の

の間では umami として 中で 用するようになった。 ，日本 は コ あるい

は コ という 葉を うが，その用 にはかなりの がある。ラーメンのコ と ー

ルのコ は明らかに なものであるが， 達はおな コ という 葉で「コ がある」

とか「コ がない」とかいうのである。上 らは「コ 物 とは，それ自 は い りと

を っており，それを 加することにより，例え ， 性， の中での がり，

といった料 の風 を増 するもの」と定 し，1) 科 の の間ではこの定 がおお

け れられている。上 らのこの 中でも，グルタ ン（ -グルタ ル ス イ

ルグリ ン）がコ をもたらすことを ているが， イ の Hofmann のグルー が 2007
以 ， て けに -グルタ ル化合物がコ 物 であるという報告 2)を して以 ，

の 科 の の間では kokumi が 目されるようになっている。 
-グルタ ルトランス ー （GGT）は -グルタ ル化合物の合成反応と加水分解

反応を する生物 に く 在する酵素である。演 は細菌の GGT の から応用まで

く して た。その過程で， ア ノ酸を -グルタ ル化するとその が 的に す

ることを して以 ，3) コ 料の製造 の 発など，GGT を用いた の 性

について を行って た。4) の講演では，演 のこれまでの を中 に GGT の へ

の応用について 紹介したい。 
 
1) Y. Ueda et al. Characteristic flavor constituents in water extract of garlic. Agric. Biol. Chem. 54:163− 
169 (1990). 
2) Dunkel et al. Molecular and sensory characterization of γ-glutamyl peptides as key contributors to the 
kokumi taste of edible beans (Phaseolus vulgaris L.). J. Agric. Food Chem. 55:6712−6719 (2007). 
3) H. Suzuki et al. Improvement of the bitter taste of amino acids through the transpeptidation reaction of 
bacterial γ-glutamyltranspeptidase. J. Agric. Food Chem. 50:313−318 (2002). 
4) H. Suzuki et al. New method to produce kokumi seasoning from protein hydrolysates using bacterial 
enzymes. J. Agric. Food Chem. 65:10514−10519 (2017). 
 

 E-mail: hideyuki@kit.ac.jp 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

－23－





特 　 　 別 　 　 講 　 　 演

講 　 　 演 　 　 要 　 　 旨





講演 

資源 の の  

（ 大・ FBC） 
 

カンキ 属（Citrus）は，2000～3000 に，イン ア 地 で発生したといわれ

ている。 い時間をかけて っくりと に に し， 地で多くの 種を生 して た。

日， から の温 ～ 地 にかけて 種 以上のカンキ が生育 培され

ている。FAOSTAT (2016)によれ ， の 大果 （カンキ ， ，リンゴ， ）の

う ，カンキ の生産 は約 1.46 トンであり，1985 以 1 である。 い えれ ，カ

ンキ は の 々にもっとも され， まれている果 といえよう。また， 料 場

においても，カンキ が 料全体の約 65 を めている。 料は ， ， 水， ，

，アロ などの い分 で 用されていることから， た はカンキ の

ー ー， グランスに日 的に 的に していることになる。このようなことから，カ

ンキ の りは に まれ， け れられやすい りであることが大 な の つとい

えよう。 ，カンキ ，とりわけ， 国 県（高 ，徳島， ）で全国生産 の 分の

以上を める （Citrus junos）を中 に，その 性と 用について な 例で紹介する。 
果 の中でもカンキ は， の となる が果 の に しており，かつ

も 0.1～2 と の果 に てはるかに多い。カンキ の場合， 果 を ラ ，その

の い 分をアル とよんでいる。 ラ 表 には 数の の が られ，この中に

が されている。 のカンキ 果 にはまだ多くの が している。

の用 は く，また の有効 用の点からも からの は である。 た は，

より効 的な 波 加 ならびに イ ロ波 水 を 発し，現在 用化

されている 1)。 
カンキ の りは のように， ましい りとして， 分 などで く 用さ

れている。カンキ の りについて， 作用， 菌作用， 作用，自

への作用， ル ン ランス ， 酸化作用，がん細 の増 ，発がん性物 の生成

作用など 々な機能性に関する 報告がされて た。 ，わが国のアロ 分 は

1985 から に発 し， 完代 としても り れられて ている。本講演では，

の に するリラ ス効果 2)，「 ず 」の効果 3)について 例を紹介する。 
カンキ は生 や加工の過程で約 46 が として されている。 としてのカ

ンキ は果 ，果 ，果 は可能な り有効 用されて たが，種子だけは 用されていな

いのが現状である。 た は， 種子から ー イルを し，化 料やアロ ラ

ーにおけるキ リア イルとしての 用の を いて た。 ， ー イルに 湿

効果， 効果が された 4)。 を 100 用することは， としての価 をさらに

高めることにもなる。 は でも“YUZU”として られるようになり， の ととも

に のアロ として発 がさらに される。 
日本 地には数多くの種 の 酸カンキ があり，それ れ独 の ー ーを くか

ら日本 の に 染まれて た。多くの種 の 酸カンキ が 用されて たことは，

ンやライ ともいえる 国と した場合，日本の 化の多 性あるいは日本

の細やかな センスの表れの つともいえるのではないだろうか。 
 
1) ， ， ，におい かおり ，43, 102-111 (2012). 2) ，アロ ラ

ー ，9, 55-65 (2009). 3) ，Aroma Research，12, 317-320 (2011). 4) ，アロ

ラ ー ，15, 54-62 (2015).
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－１ 光 ス ルビン の ル ン  
○ 田 ， 田博 1，田 博（ 大・ ，1 山大 ・ ） 
 
 

【目的】 ス ルビン酸(AA)は な生理 用を有するが，その 用 ニ の くは 解明な が

い。AA の 用 ならびに 内分 を解 する ールとして AA の 用を 用した蛍光 ージ

ン が行 れている。しかし， の方法は AA により されて蛍光 度が くなった分子を す

る間 的な 法のため， AA の 時的な が である。本研究では，AA に蛍光分子を導 し

た AA 蛍光誘導体による 的か 時的な AA の生 内 ージン を行うことを目的とした。 
【方法・結果】AA の 2 位または 6 位に蛍光分子(NBD 基，Dansyl 基)を導 した 定 蛍光誘導体を合成

した。これらを用いて，それぞれの蛍光誘導体の 内 り み量を測定し， り み量が比 的 い

蛍光誘導体に しては AA との 加による り み 合 験を行った。その結果，6 位 NBD 誘導

体(6N)は 内に く り まれており，また AA との 加によって り み量が したため，6N
は AA と同じトランス ーターによって り まれていることが められた。 に，6N の生 内

ージン を行ったところ， 内 在が られた。また，AA 及び AA の 5 位立体異 体であり AA より

も り み量が る ルビン酸(EA)をあらかじめ 内に分 さ ることで，6N の 在がどのよう

に変化するか した。その結果，AA の 処理では 6N の 在化が 下したが，EA の 処理では 6N の

在化が ぼ変化しなかった。この結果より，6N は AA の分 を していることが示唆された。 在，

6N が 内小 に 在しているか，また 6N の 時的な ージン に いて 中である。 
 
 
 
－２ 3- ル ス ルビン の に す タンパ の

 
○ ， 1，田 博（ 大・ ，1 山 大・ ） 
 

【目的】これまでに ス ルビン酸の 定化や 化を った誘導体の が行 れている。その

に ス ルビン酸の 3 位に ルキル を導 した 3- ルキル ス ルビン酸がある。 々は RBL-2H3
を用いた 用 において， 数 12 の 3-ドデシルアスコルビン酸 3-DodecylAA)に い

用を している。そこで，本研究では，3-DodecylAA の 用 ニ を解明する

ために，3-DodecylAA 誘導体を 定化した ビー を し，RBL-2H3 タンパ から

3-DodecylAA 的タンパ の を行うことを目的とした。 
【方法・結果】3-DodecylAA の ンジ ールラ トン 及び ルキル を 的タンパ に さ

るために，3-DodecylAA の 6 位からの 定化が 当であると えた。 ビー の 定化には分子

内に ミ 基が 要である。そのため，3-DodecylAA の 6 位水酸基を ミ 基に変 した

6-Amino-3-dodecylAA を合成した後， ビー に 定化した(3-DodecylAA ビー )。また， ントロー

ルとして タ ール ミンを 定化した ビー ( ントロールビー )を した。 的タンパ の

は SDS-PAGE により解 し， 3-DodecylAA ビー に吸 した ンドの中で， ントロールビー に

吸 していない ンドに して 3-DodecylAA に 異的な吸 であるかを 合 により した。

その結果，3-DodecylAA ビー に 異的に吸 した ンドを数 すことができた。今後は 的タン

パ を同定し，3-DodecylAA の 用 ニ を明らかにしていきたい。 
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－ マ に ント ン の の  
，○ （ 川大・ ） 

 
 

【目的】 ントラ サ ン は， マ（Sesamum indicum L.）によって生 されている 物であ

り， の として C6 が結合した ントラキ ン を有している ントラキ ン 化合物で

ある。 ントラ サ ン の生合成 に いては，これまで の生合成中間体として MPAQ（

ル ンテニル を ントラキ ン）や GNHQ（ ラニル を フトヒドロキ ン）が 与

していると えられてきた。今 ， 水 した MPAQ と GNHQ の マ培 の 与実験の結果，

およびその結果から推測された ントラ サ ン の生合成 に いて報告する。 
【方法・結果】化学合成した[2H5]GNHQ と[2H4]MPAQ を マ培 に 与したところ，GNHQ はその

体である MPAQ に変 されること，および MPAQ はその 水 体である(Z)-MPDEAQ に変 され

ることが明らかとなった。 方，MPAQ のジヒドロキ ントラキ ン体である ントラ サ ン B と

その キ 体 の変 は められなかった。[2H4]MPAQ の 与量や培 を変 した 実験におい

ても， ントラ サ ン B とその キ 体には変 され ，さらに ントラ サ ン B の 水

体である(Z)-デヒドロ ントラ サ ン B の変 も められなかった。以上の結果より，(Z)-MPDEAQ

は り GNHQ と MPAQ を て生合成されているが， ントラ サ ン B などのような ントラキ

ン に酸 基を ントラ サ ン は，GNHQ や MPAQ の生成より上 で分 した

を て生合成されている が示唆された。 
 
 
 
－ NAADP ンタ スト Ned-19 す

○ ， ， 田 ， （ 山大 ・ ） 
 
 

【 ・目的】 ー からの Ca2+ ン を誘導する ンド ンジ ーとして，NAADP

（nicotinic acid adenine dinucleotide phosphate）が された。 々は ー ルス ーニン を有効

用することにより，NAADP 受 体の ンタ ニストとして Ned-19 を した[1]。近年， 々な

ルー により Ned-19 を用いた研究が行 れ， ラウ ルスの 防 に効果があること[2]などが報

告されている。そこで 々も，合成した Ned-19 誘導体を用いて 々の生物 を行ったところ，

Ned-19 誘導体が植物の 芽を することを した。本研究ではさらに な を行った。 
【方法・結果】ハ ン，ロ ンレタス， の 子を Ned-19 誘

導体を した ーレに する 芽 験を行った。その結果，Ned-19 

誘導体が に して 芽 を有することが示唆された。 方で

ハ ン及びロ ンレタスに する 芽 は られなかった

が， の生長に異 が 受けられた。そこで，Ned-19 誘導体を した

を れた ラス に 子を して 7 間培 した後に， 上

部と 下部の長さを測定する生長 験を みた。その結果，Ned-19 誘導体

が植物に して生長 を有することが明らかになった。 
[1] E. Naylor et al., Nat. Chem. Biol., 2 , 5, 220.  [2] Y. Sakurai et al., Science, 2 1 , 347, 995. 
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－ oleuropein aglycon の マ の

の  
○ ， 子， 谷 1， 1， 1， 田照 ，

神 浩（ 山大 ・ ，1 （ ）） 

【目的】 々はこれまでに ー 物のパン 処理により oleuropein aglycon (1)の ルデヒド基

が され reduced oleuropein aglycon (2) が生成すること，また 物中では 1は に(5S,8R,9S)体の 1
として存在し，その 生成物である 2 も同じ立体 であることを した。 方で，1 には立体異

体の存在が報告されており，当研究 でも HPLC 分 において基 では 1 ， 応 では 2 の ー

近に の UV 吸収ス トルを 化合物(それぞれ 1 , 2 )が された。そこで，これらの化合

物の 解 を行った。【方法・結果】分 ODS-HPLC を用いて， ー 物から 1 を に含

分を得た。1 を 1 の立体異 体であると推測し，1H-NMR データを データと比 したところ，化

学 フト 及び結合定数が 1の(5S,8S,9S)体の と した。また全ての 1H ルを く

できたことから，1 は 1の(5S,8S,9S)体， 1 の 8 位の マーであると示された。 に 1 を含

物の変 応で生成した 2 を し，全ての 1H ルを 1 の 生成物の に することが

できた。NOE から，H-6 と H-8 が ド ド の 平 に して同じ に，H-1, H-5, H-10 が

その に位 すると えられ，2 は 1 と同じ立体 を有することが示唆された。また，1 及び

2 の不 中心 近の ロトンの結合定数の が の 向を示したことからも，これらが同じ立体

を有することが された。 に，異なる比 で 1 と 1 を含 数の 物を変 応に したとこ

ろ，同じ比 で 2 と 2 が生成し，立体を保 して変 することが示された。 
 
 
 
－ マ ス 内 に C- 糖 mangiferin の ン norathyriol 

の  
○ ，川上 1， 谷 1， 浩 1， 田照 ，神 浩 
（ 山大 ・ ，1 （ ）） 

【目的】Mangiferin は植物に に含まれる C- 糖体であり，その ン norathyriol は mangiferin

とは異なり 糖 下 用などの生理 を ことから，mangiferinからの norathyriolの生 が まれる。

方で C- ド結合は O- ド結合と比 分解されにくく，この変 を有する の報告

は ない。そこで， 々はヒト 内 に確かに本 が存在することを確 し，その を 用

する効 的な変 の を行った 1）。本研究では の有 が だ報告されていないマウス 内

を用いて mangiferin 変 応を行い，その結果 が められたため，その 応の を行った。 
【方法・結果】ヒト，マウスのそれぞれ異なる 体から採 した から 内 を し，

mangiferin 変 応を行ったところ，ヒト では 来 り 体差はあるものの全ての で が め

られたが，マウス では今 した に は められなかった。しかし，それぞれの 来

内 を 下で 体培 すると，ヒトに加えマウス 来の にも を示すものがあ

り，マウス 内 も を有することが分かった。 いてマウス 内 の 平 培 を行っ

たところ， ロニーを得られる で生育した 体は を示さなかったが，それを 体培 す

ると が められた。そこで 平 培 と 体培 を り して変 を濃 し， ロニーを

成し を示す 体が生育した培 から の を行った結果， 体 応で を示す

を得た。1） ・ ・ ら，Active Enzyme Molecule 2014（ ） 学研究 72  
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－ LOSの 糖 糖の

○大谷 ， （ 大 ・ ）

 
 

【目的】 ラ が に 生する 合糖 （LPS/LOS）は O 糖 糖 および

Lipid A からなる。このう 糖 には 糖の L-glycero-D-manno-heptose (Hep)が存在する。その中

でもとり け Hep の 位で分 した糖 が くの に保存されている。このような分 を合

成する場合 Hep の 位の水酸基が trans-equatorial 向であるため，立体的要 から合成が である

と えられる。Oscarson らは ル化 応において Hep 受 体の ラ ース の 4C1
1C4

を行うことで問題解 が であること報告しているが 合成 数が増えることが問題となっている。

今 々は受 体 Hep の立体 を 4C1 から変 することなく 分 Hep 含有糖

Lac( 1-4)[Hep( 1-3)]Hep を合成することを みた。

 
 
 
 
【方法・結果】 の結果 トル ンが ル化 応の として 要であること いだした。

さらにこの 応を ロ 合 応に し Neisseria LOS の分 糖 Lac( 1-4)[GlcNAc( 1-3) 
Hep( 1-3)]Hep の の合成を 成した。 

 
 
 
－ タン ンの ル ンの ン ン 上の ン

， に 影響 
○ ， 司 子， ， ， ， ， 
山内 （愛 大 ・ ） 

【目的】 の研究で(S)-体の ル ン 1に HL-60 および HeLa に して IC50 = 6 M の

を確 した。(R)-体の は 3 倍 かった 。また， トウの である Sf9 に しては IC50 = 12 

M であり，(R)-体よりも 2 倍 が高かった (Bioorg. Med. Chem. Lett., 26, 3019-3023, 2016)。そこで，立

体 を(S)-体に 定して ン ン 上の 基を変 した誘導体を合成し， を比 した。 

           
【方法・結果】ま ，7'位を 4-hydroxy-3-methoxyphenyl 基に 定して 7 位の ン ン 上に 々な 基

を有する誘導体を合成し を比 したところ，HeLa に しては 7-(3,4-dimethoxyphenyl)体が

(IC50 = 4.0 M)，HL-60 の しては 7-(4-trifluoromethylphenyl)体が(IC50 = 1.8 M) も高い を示し

た。Sf9 に しては IC50 =15-30 M で誘導体間の きな差は められなかった。そこで 7 位をそれぞ

れの に して も効果の高かった phenyl 基に 定して HeLa ，HL-60 に する を た

ところ，2が IC50 = 0.9 M の を示し， と 4が IC50 = 2 M の を示した。Sf9 に しては

7-(4-trifluoromethylphenyl)体で誘導体間での差が きく IC50 = 5-100 M だった。そのう も が高か

った はヒトスジ マ に しても IC50 が 5.4 M だった。 
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－ の ンの -conidendrinの

 
○ 子， ，山内 （愛 大 ・ ） 
 

【目的】 -conidendrin は， 植物に含まれるマタ レジ ールの 物として られている(J. 
Chromatogr. B 816, 87-97, 2005)が，生体内での立体 に する報告はなく，その立体 の生物 に

する効果も られていない。同 の を有する podophyllotoxin は，有 な を有する

ンであり， ， かび ，植物生長 も られている。本研究は， -conidendrin の立体

が生体に与える効果を るために，立体異 体を含めた合成を目的としたものである。 
【方法・結果】S-体の Evans の不 基と anti-Aldol 合を 用して得られた立体 を 用してラ

トン 3 を得た後， 化基 4 導き CSA を用いた ン ン と ンジル位との分子内 Friedel-Crafts 応

を行った。さらに，酸化によりラ トン化を行い(+)- -conidendrin (1) 導いた。R-体の Evans の不

基を用いて同 に(-)- -conidendrin (2)も合成した。光学 度は(+)-体が 100%ee，(-)-体が 99%ee であっ

た。 
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Ｂ－１ トマトの糖度に及ぼすパルス光照射の影響 
神内奈々子，○上田愛巳，谷川浩司，前田淳史，梶山博司（徳島文理大・理工） 
 
 

【目的】 近年，トマトのビニールハウス栽培が盛んになっている。なかでも，高糖度トマトの需要は

年々高まっている。これまでは，水分量を絞ったり，塩分濃度を高めたりして，糖度を高めているが，

この方法だと小玉トマトしか栽培できないという問題がある。本研究の目的は，光が当たっていない暗

期に微弱なパルス光を照射することで，高糖度トマトの栽培技術を確立することである。 
【実験方法・結果】 トマトは水耕方式で 3 ヶ月栽培した。蛍光灯を昼間の光源として 12 時間照射後，

パルス光を 8 時間照射した。光合成有効量子束密度（PPFD）は，蛍光灯が 130，パルス光が 0.05 であっ

た。パルス光の中心波長は 449 nm，デューティー比は 20％以下にした。蛍光灯のみで栽培したトマトの

花，蕾，実の総数と糖度，生育状況を基準にして，パルス光照射の効果を定量化した。 
パルス光照射により，木の全長は 1.5 倍近くにまで高くなり，花，蕾，実の総数は 2 倍近くに増加した。

果実の糖度は部位によって異なっていたが，平均して 1.5-2.0 度高くなっていた。本研究と同じようなパ

ルス光照射をレタス栽培に応用したところ，生育速度が向上し，ビタミン C が増加するという結果が得

られている。トマトの場合には，生育が促進されるだけでなく，果実の数が増え，糖度が高くなること

が明らかになった。パルス光照射が花芽生成や糖度に及ぼす生理学的な影響は不明であり，今後の研究

課題である。 
 

 
 
 

Ｂ－２ レタスのビタミン Cに及ぼすパルス光照射の影響 
○米村彩乃，谷川浩司，梶山博司，前田淳史（徳島文理大・理工） 
 
 

【目的】植物は光が当たっている明期に光合成と呼吸をするが，光がない暗期は呼吸のみをしている。 
この暗期に微弱なパルス光を照射することでレタスの生育が促進するとの報告がある。本研究の目的は，

暗期のパルス光照射がレタスのビタミン C 量にどのように影響するかを明らかにすることである。 
【方法・結果】レタスは水耕方式で栽培した。明期には，LED の赤色（660 nm）と青色（450 nm）を 12
時間照射した。LED の赤色と青色の PPFD は，それぞれ 48.3，8.3 及び 1.5 であった。LED 照射終了後の

暗期に，中心波長 450 nm，デューティー比が 0.05，PPFD は 0.1 のパルス光を照射した。栽培したレタス

は所定の時間が来たところで採集した。レタスは採集した後，すぐに-80℃にて保存しレタス内のビタミ

ン C が分解されることを防いだ。このレタスをミキサーで粉砕処理した後，酸化および 2,4-ジニトロフ

ェニルヒドラジン（以下 DNPH と略す）を用いて DNPH 誘導体化を行い，吸光度計及び HPLC にて UV
吸収を測定することでビタミン C 含有量を求めた。 
その結果，パルス光を LED と同時に照射したレタスのビタミン C は 4.30 mg/レタス 100 g，照射して

いないもの及び市販レタスは 3.10 mg/レタス 100 g，と有意差を示し，パルス照射によりビタミン C 量が

増加することが示唆された。植物は光ストレスを受けると内在成分が変化するが，パルス光照射もレタ

スにストレスを与えている推定できる。このことより，暗期のパルス光照射は，生育促進同時にビタミ

ン C 含有量に効果があることがあきらかになった。 
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Ｂ－ タン ン Urolithin A の 内  
○ 理， 彩 ， ， （ 山 大・ ） 
 
 

【目的】 Urolithin A を とする ラジタンニンの 物は， 内 により ラジタンニン分子中の

hexahydroxydiphenoyl 基 来の ellagic acid を して生成後，生体内に吸収されることが られている。

物のなかでも urolithin A は 酸化 用， 用や 用などの を有することが報告

されているが，urolithin A そのものの生体内 に いては とんど報告されていない。本研究では，

ラジタンニンの 要な 物である urolithin A の 与後の生体内 の を行った。 
【方法・結果】 Urolithin A を 1 または 10 mg を SD ラ トに 与し， 与 1, 3, 6, 12, 24 時間

後の を採 した。また， 与後 48 時間までの および の採 も行った。採 したサン ルは

合後， 酸 ルにより ， し， したサン ルを HPLCおよびHPLC-MS/MSにて urolithin 
A の定量を行った。Urolithin A は 中では とんどが 合体として， 中では とんどがフ ー体とし

て存在していた。また， 高 中濃度 時間は 与後 3~6 時間で， 中 は 与 48 時間後において

も されていることから，比 的長時間体内に していることが示された。これらの結果から，

urolithin A は吸収後， し， で 合をされてから 中に されていることが示唆された。 
 
 
 

Ｂ－ の  
○ ， ， 田 1， 2， 3 

（ ，1 大・ FBC，2 川 ，3 ・ ） 
 

【目的】近年， きな が している。本 は， 時に 全か な 理法で に され

る植物を 防 植物 と け，全 にその 用方法を めている。しかし，防 植物の 学的

などの 学的 は しい。そこで本研究は，数 の防 植物の 成分と （ 酸化 ）を分

し，データ ース化することを目的とした。 
【方法】高 市に 生する 12 の防 植物，市販ニラおよび ウレン ウを とした。

成分（水分，タンパ ， ， 水化物， 物 ， 分）， ロテ ド， ス ルビン酸，

ル ウ ， ， 酸 ，総 フェ ール，および 酸化 （SOD ，DPPH ラジ ル

）を分 目とした。 
【結果】 くの防 植物は， ウレン ウやニラと比 て水分含量が く，タンパ ， ， 水化

物の含量が高かった。β- ロテンはド ミが に く， ウレン ウの 3.6 倍の含量であった。 ル

ウ と は が も く， ウレン ウよりも高い含量であった。 ，ド ミ， キド

は フェ ール含量が高く， して高い 酸化 も示した。 方で， 生する防 植物の 酸

量はき めて かった。これら分 結果に基 き，12 の防 植物の 成分データ ースを

成した。 
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Ｂ－ の 糖 及  
○ ， ， ， 田 1， 田 1， 1， 
田 1， 村 1，島村 子， 田浩 2 

（ 大・ ，1 大・ ，2 大・ ） 

【目的】 の に する の 研究では， 酸化 用 (in vitro)，高 ・

化 用， の 化 用 ( 物 験)， ンフル ン ウ ルス 防効果， 中

効果 (ヒト 験) が明らかとされてきた。 与成分としては， テキン ， ロ ロールが同定さ

れているが，上 の を 分に 明できるものではなく， の が されている。本研究では，

生 と の い後期糖化生成物 (AGEs) の生成  ( 糖化 ) を とし， ，及

び 後 の を行うとともに， 与成分の 究を行った。 
【方法】 ， の ー ル ， タ タ ， のミ ン， 波 ，

の ， を とした。 糖化 測定はフル トース (Fru) -BSA ，及び ル ルデ

ヒド (GA) -BSA にて行い，AGEs の生成を蛍光 度にて測定した。 糖化成分の 究の は トン

物を し， ロマト ラフィーにて 分 を行い， 分の 糖化 を行った。 
【結果】今 測定に用いたす ての に 糖化 が められた。中でも， に も高い が

められ， いで に高い が められた。 の 糖化 には テキン の 与が きく，Fru

では 60%，GA では 90%の 与 を示した。 方， の場合， テキン の 与 は Fru

で 10%，GA で 55%であった。このことから， 中には テキン 以 の 与成分が存在する

と えられたたため， 在，分 を進めている。

Ｂ－ マ スの 内 に 及ぼす影響 
○ 大 ， ， （ ・ ） 

 
 

【目的】近年， ル ール （NAFLD）/ ル ール （NASH）の に

内 の変化が影響を与えていることが明らかになってきており， 内 に影響を与える

に いての研究も進められている。本研究では高 を さ た デルマウスに を与え，

が の や 内 に与える影響を することを目的とした。 
【方法】5 の C57BL/6J マウスに高 （D12492，60kcal%）を 11 間与え，水もしくは

（ SA0196，200℃ ）を 水さ た。実験終了後，採 ， および の採 を行った。

は ンス ン，PAI-1，TBARS の測定に用い， からは total RNA を し， の 内

は T-RFLP（Terminal Restriction Fragment Length Polymorphism）法を用いて分 した。 からは RNA

を した後， ルタ PCR 法により 子 （TNF ，acta2，col1a1 ）解 を行った。 
【結果】 内 解 の結果，高 では Clostridium cluster XI および XIVa の増加，

Prevotella/Bacteroides 比の が められたが， ではこれらの 内 の比 が していた。

では高 に比 ， ンス ンおよび TBARS に有意な が られ， PAI-1 も

向が められた。高 において が増加していた の 子 （acta2 や TNF ）は

では が く， による 進行の が められた。以上の結果より，高

により誘導される 内 や 状 の 化が， により される が示唆された。 
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Ｂ－ ルマ スの ぼ に の影響

○ 田 ， ， ， （ 大 ・ ）

 
 

【目的】 は くの を有することが られており， 下 用 が 目され， を 加し

た くの が されている。ところが 異 や などの の に 要な

の の 加量， する き 量や期間に いては には明らかになっていない。本研究

では 加濃度を変えた かまぼこ成分を デルと えられ， や 中の レ ル

が高 を示す 酸受 体の farnesoid X receptor (FXR)の したマウス(Fxr マウス)に さ ，そ

の に与える影響に いて明らかにすることを目的とした。さらに レ ルと 酸 成の

間変 に いても解 した。 
【方法・結果】 のス ウ ラに し 0%，2.5%，5%の 合で を 加して した かまぼ

この 結 成分を AIN-93M と 50%あるいは 25%の 合で 合して を した。その

を Fxr マウスに 4 間 さ た後， ， と を採 した。 加 かまぼこ成分の 50%

あるいは 25% 加 の 方で のト ド，総 レステロール量が 加濃度に 存して

下し，50% 加 では 1.4% 加から有意な 下が められた。 方 と 中においては 50%

加 で 酸の有意な と ン の有意な増加が められた。 酸 成に いては と

中で同 の変 が められ n-3 不 酸の 濃度 存的な濃度増加が められたが， で

は サ ンタ ン酸の増加は められ ， や 中とは異なる変 パターンを示した。 

Ｂ－ に aureusidinの 内  
○ 島 ， 田 ， 村 ， ，村田 ， 村  
（ 山大 ・ ） 
 

【目的】 ーロンはフラ ドサ ラスの であり， 用・ 用花であるキン ウや ス

ス， などの花 に 色色 として存在する。近年フラ ドは 増進 用を 成分

として 目を集め，その生理 に いての 々な研究が行 れている。しかし， ーロンは られた

植物中にしか存在しないため，その生理 は とんど明らかにされていない。そこで本研究では

的な ーロンである aureusidin を合成により し，その 酸化 用を した。 
【方法・結果】ま phloroglucinol を 物 とした全 4 の合成 応を行い，総収 1.4％で aureusidin

を合成した。 に 酸化水 が誘導する の aureusidin の影響を，Hepa1c1c7 を用いた MTT

によって した。6 時間の 酸化水 処理は を有意に誘導したが，aureusidin の 16 時間

処理は 酸化水 が誘導する を有意に した。 に 内 酸化 用に 与することが ら

れている 物 のNAD(P)H: quinone oxidoreductase 1 (NQO1) とheme oxygenase-1 (HO-1) の

子 に する影響を RT-PCR 法を用いて したところ，aureusidin は NQO1 と HO-1 の 子

を濃度 存的に増 した。加えて，aureusidin は 化水 受 体 (AhR) に が される

CYP1A1 子の も濃度 存的に増 した。これらの結果より，aureusidin は 物 の

を増 することで を酸化ストレスから保 すること，また aureusidin は Keap1/Nrf2 だけで

なく，AhR も 化することで 物 の を増 することが示唆された。
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Ｂ－ ン ンに 大 に ， マ T
の ， の す  

○ ，山 ， （ 島大 ・ ） 

 

【 ・目的】 は， 状 の と 解を り すことを とするため， の

を えるとともに， 状 から速やかに さ る が である。これまでに た は，

フェ ールの ン ニンの がマウスの実験的 の を めることを しているが，そ

の な 用 ニ は とんど かっていない（2017 年度本 ）。そこで本研究は， 状 にあ

るマウス の 培 法を用い， ン ニンによる ニ を した。 
【方法・結果】マウスにデキストラン 酸 ト ウ （DSS，2%）を 水 与して を さ た。

この 状 にある を採 し， ン ニン存在下（~200 M）で 24 時間培 して 解 を

実 した。 ン ニンは， の に 要な をも IL-10 の 子 量を高めた。このとき

IL-10 の な 生 である のマ ロフ ージ（F4/80+ CD206+）， T （CD4+ CD25+ 
FOXP3+）が増加した。 ン ニンによる CD206 と IL-10 子 量の増加は，PI3 キ ー と MEK
キ ー の により したが，FOXP3 子 には影響しなかった。さらに，DSS 与は

に く る 酸 状 の誘導 子 HIF-1 を増加さ たが， ン ニンはこの増加を えた。

以上の結果から， ン ニンによる 用には， マ ロフ ージと T の

増加による IL-10 の 生上 ， 内の 酸 の が ることが された。また， なく

とも マ ロフ ージの誘導には，PI3 キ ー と MEK ル が ることが示唆された。 

Ｂ－ に の 工 に の

の  
○ ， 1，村山文 1，川 1，前川 浩 1，川 司， 

（ 島大 ・ ，1（ ） ・ ） 

【目的】 に中 の 結 は 後から加 ・ の で 結と解 が り され，その

間に の 下が進 。 結 の 加 には ンド ーを用いるが， の 全 や けた

の による などの問題がある。そのため 物を 用しない 結 の 加 技術が求められて

いる。本研究では による 結 の り 加 に いて を行った。すな ， 体 の V
り きの導 およびくさび の 用による 生位 の と応 効果を した。 

【方法・結果】 結 を 水解 した後， りの状 に し， 部 （平均 94 mm×
長さ 66 mm 度）を した。これを 70 40 で 結し，実験 とした。 験には 度

な 験 を用いた。また，ス ト状の 加 （ 15 mm さ 3 mm 長さ 100 mm， 体の

防 用）を した加 を 用した。くさび を上部の加 のス トに 定した。 体

に V り きを導 した では， り きにくさび を し んで 験を行った。 験

後，得られた 変位 と目 による 体の により を行った。その結果，くさび の

用により 50 70％ 度の応 効果が められた。 り き 導 の では， 結 度により

の 生状況が異なっていた。 70 では が 体の 中 上に生じ ， り とはならなかった。

60 40 では 体 中 に った が 生した。 り き 導 の 結 では，60 40
でくさび を 用することにより 生位 の および応 の が であった。 
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Ｂ－ マル ンの  
○川 ，川 司 1， 1（ 島大・ ，1 島大 ・ ） 

 
 

【目的】 の 成分には くの があり，それぞれが の に きく影響を与えている。

しかし， 成分には に弱いものが く， の加 処理により が れることがある。本研

究では，加 が な の 成分の たな導 方法を した。 体的には， き み

法を用いて加 と同時に 成分を 状 に 的に導 する方法を した。 き み法

とは，水と 成分（ え ， ）の 合 を ルより微 として 状 に き

み， により 合 を さ ， 成分を 状 に分 さ る方法である。 
【方法・結果】 成分の デルとして D- ン， 状 の デルとして ラビ 水 （0，
1，2，3，5，10，20 w/w%）を用いた。 に D- ンを 3 ml れ，水 を導 し， 合

を 生さ た。この 合 を に き み マル ンを した。 き み法で

は， 式及び 式を用いた。得られた マル ンを ル に 15 ml 量り り， ℃と ℃

で 間保存し， マル ンの 定 を した。その結果， ラビ 濃度 ％の マル ンで

は，保存 後に解 化による 分 が生じた。 方， ラビ を加えた マル ンでは， マ

ル ンは比 的 定していたが，保存後期には ーミン が生じていた。解 化や ーミン の

速さは保存 度が高い ど くなる 向を示した。また， ラビ の濃度が い ど ーミン

が き く，濃度が 10%以上では保存 度による差は められなかった。 
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－１ 子 子の CutA1 タンパ の  
○ ， 1， 田 ， 村 ，  
（ 山大 ・ ，1 山大・工） 
 

【目的】 内 の生 は， 生体分子間で生じる 用を じて 密に ントロールされて

いる。それらの生体分子間 用を あるいは する技術は， ， ， ・ 分

や ージン などにおいて く応用されているが，その に 的分子と結合する分子 子

を要する。したがって，高い 異 を有し，より く 用する分子 子を することは，技

術 度の向上を る上で めて 要である。 方，分子内及びサ ニ ト間 用を じて めて

定な 量体 を する 来 CutA1 は， 報タンパ の中で も高い変 度（

150°C）を有する。その高い 定 えに ミ 酸 の ・ 結を することから，本研究で

は CutA1 を 場タンパ とした高 な 化分子 子の を目 した。 
【方法・結果】 成 あるいはサ ニ ト間 用 の 与が ないと えられる部位

を 4 所 定し，それぞれ ンド ド STII を したところ 化 がみられた。 タンパ

を用いて ELA による 用解 を行ったところ，い れも 用が でき，CutA1 上の

ド 示が確 できた。 いて，分子内の 2 所の部位にそれぞれ STII の ドを した結果，

化 する 位 の 合 を した。したがって，サ ニ トあたり 2 所， 量体あたり

計 6 所に ドを し得ると えられた。これらの を じ， 数 ンド を と

を 定し CutA1 に し得る， 化 CutA1 の 生が であることが く示唆された。 

－２ ルTn に す ミル(Codium fragile)レ ンCFLのタンパ

 
○ ，川上 ， 内 1，前田 2， 村 2┞
（ 山大・ ，1 ル ス，2 山大 ・ ） 

【目的】 ミルには Tn や TF に 異的なレ ンが存在することが られている。 々は

内 の ミル（Codium fragile） 来のレ ン（CFL）を し，N- ミ 酸 ，糖 結

合 異 を明らかにしてきた。CFL は，う の である Streptococcus mutans の を 合

すると えられ， ーラル の 用が期 されている。しかしながら，CFL の立体 は だ解明

されていない。そこで本研究では， 年度報告した ル Tn 異的な フィニティー ロマトを

用いて [1]，CFL を し，X 結 解 に 要となる全 ミ 酸 の 定を目的とした。 
【方法・結果】CFL はミル（ 内 ， ）の トン 物から，20 mM Tris-HCl  (pH7.8) 
/ 0.1 M NaCl によりタンパ を 後， 水 ロマトにより部分 した。 いで， ン 来糖

ドを結合さ た フィニティー ラ に し，0.1 M ン HCl  (pH2.0) ，4M ニジ

ン塩酸塩 (GnHCl) を含 40 mM Tris-HCl  (pH7.8) により CFL の を行った。GnHCl 分は，

20 mM Tris-HCl  (pH7.8) に して し，ヒト A 赤 に する赤 集 を確 した。

CFL を 下で SDS-PAGE に したところ， 内 はこれまでと同 に 14 kDa を示した

が， は 12 kDa の分子量を有することが明らかになった。 在，N ミ 酸 を解 中であ

る。また内部 ミ 酸 の解 のため，CFL (14 kDa) は ロ ン分解を行い， ミ 酸 の

定を みている。[1] 上ら 化学 中 部 50 要 集 p64 (2018 年 1 月 ) 
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－ N- ン (FNGs) の ミ  
○ ，前田 1， 村 1（ 山大・ ，1 山大 ・ ） 
 
 

【目的】 々はハ マン ース  (HMT-) FNGs が変 タンパ の フ ールディン を促進し，ミ

スフ ールドタンパ の 集を することを している。 に 体 L 変部 v 6 の変異体

(3Hmut.Wil) を デルタンパ として用い，HMT-FNGs が ミロ ド 成 をも ことを明

らかにしている[1]。そこで本研究では， ル ハ マー の タンパ となる ミロ ド  (A ) を

デルタンパ として用い FNGs の ミロ ド 化 の に いて た。 
【方法・結果】 ル ハ マー の 内には， - レター により ミロ ド 体タンパ

から生成された A ドが存在している。 に A ドの 40 基 (A 1-40) と 42 基 (A

1-42) が 集に 与し， を 成することで を有する。本実験ではより速く ート

を 成し， 化の となる A 1-42 を用いた。HMT-FNGs はロー ル ー糖タンパ  ( 要

Man9GlcNAc2) と キ糖タンパ  ( 要 Man8GlcNAc2) より， 物 合  (ACT-) FNGs は 糖

ド ( 要 Neu2Gal2GlcNAc2Man3GlcNAc2) より し， 均 を確 後，実験に用いた。

ミロ ド 成量は， ミロ ド に 異的に結合する蛍光 ロー ThioflavinT を用いて測定し，

FNGs 加時の ミロ ド 成量の変化を測定した。その結果，A ドの ミロ ド 化に

する FNG の が された。 
[1] 部ら 化学 中 部 50 要 集 p62 (2018 年 1 月 ) 

－ ン の flg22 ン ト スの 子

に す  
○ 村 ， 愛 ， ， ， 光 ， 田 ， 川 1，

村浩 （島 大・ ，1島 大・ ） 

【 と目的】 ロ フラジェ ン受 体 FLS2 (Flagellin-sensing 2) は， PAMP

（Pathogen-associated molecular pattern）の である植物 タンパ フラジェ ンに する

受 体であり，植物 の防 応 である植物 に る。本研究では植物 応 の ウ

ンレ ュレー ンと えられる FLS2 の flg22 誘導 ンドサ トー スに， ラス ン がど

のように っているのか明らかにすることを目的としている。

【方法と結果】 FLS2 ンドサ トー スの ラス ン 存 を るために，FLS2 の 部

（FLS2-CT）と ラス ン AP2 合体 サ ニ ト（AP2S）との 用を 分子蛍光 （Bimolecular 

fluorescence complementation, BiFC）法で解 した。その結果，AP2S は FLS2-CT と 用することが示

された。さらに，FLS2 などの タンパ のような ラス ンの タンパ と AP2S との結合に

ることが される AP2S 中の ミ 酸に変異を導 した変異 AP2S では，FLS2-CT との 用が

有意に された。したがって FLS2 の ンドサ トー スは ラス ン 存 であることが示唆され，

さらにこの変異 AP2S は FLS2 の ラス ン に する AP2S のドミ ント ティ 体（AP2S-DN）

として することが された。そこでフラジェ ン ド flg22 で誘導される FLS2 の ンドサ

トー スにおける ラス ン 存 を るために，タ の 的 を用いてFLS2-RFPの flg22

誘導 ンドサ トー スに する AP2S-DN-GFP の 用 を解 したので，本 で したい。
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－ タンパ のト す 光レ タ の に す

 
○ ， 田 ， ， ， 光 ， 田 ， 
川 1， 村浩 （島 大・ ，1島 大・ ） 

蛍光タンパ を な位 で して得られる の が 集合 をも ことがある。この

を 用して， タンパ のト ロジーや 内 ンパート ントを することが である。当研

究 では， 色蛍光タンパ の Venus に 集合 を た た split Venus （interactive Venus， 
iVenus）を用いて， タンパ のト ロジー解 ができる （iVenus ステ ）の が行な

れてきた。iVenus ステ は タンパ である タンパ のト ロジーや 体タンパ

の 体内の 在 の解 を にした。しかし，小 体 ER に 在する タンパ

のト ロジーの では， に iVenus を 加すると Venus 合体に 来すると えられる ER
の 集化が られ，ER の が変化するという問題 があった。 集化の としては， 来の iVenus

の ー ーラ の立体 が影響している がある。そこで 来の iVenus より ー

ーラ している が い の iVenus の ターを し，この問題が解 する

か した。その結果，これまでに iVenus で 来 よりも 集体が されるもの かっ

た。この iVenus からなる iVenus ステ を用いて， 集合 と蛍光の の有 を し，

内の 々な ンド ー における タンパ のト ロジー を行ったので，報告したい。 
 

－ Cellulosimicrobium sp. NTK2 に ン タンパ の

 
○ 谷 ， 大 1， 博， 2，  
（ 大・ ，1 大 ・ ，2 大・CoRE） 

【目的】 々はこれまでに， ニ の から，キ ン分解 である Cellulosimicrobium sp. 
NTK2（NTK2 ）を した。NTK2 は，キ ンの 加によって に生育が促進され，それに い

分 タンパ の生 が しく向上する。また，N ミ 酸 解 によりキ ン 加時に 異的

に するタンパ のいく かが同定された。本研究では， 異的に するタンパ の中で結

キ ンの分解に 立って結 キ ンに結合するタンパ に をあて，その解 を行った。 
【方法・結果】キ ン 加培 に 有のタンパ の N 解 から，キ ン 加時に 異的に す

るタンパ は bacterial extracellular solute-binding protein や GH family 18，キ ン結合タンパ であっ

た。これらのう 結 キ ンに して 異的に結合するタンパ を得るため， 的なキ ン ラ

を 成し，キ ンに結合するタンパ の分 を みた。 トン 後の培 上 をキ ン ラ

に して， り， ，酸 分の SDS-PAGE 及び(GlcNAc)2-pNP 分解 ，キ ン 糖分解

を した。SDS-PAGE の結果， 数のタンパ が酸 分で確 され，(GlcNAc)2-pNP 験やキ

ン 糖分解 の結果， のサン ルと比 して り 分は分解 が く， 分か

ら分解 が確 されたことから GH family 18 も弱くキ ンと結合することが示唆された。今後は，こ

れらのタンパ を N 解 により確 していく 定である。 
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－ 子 タンパ ン の に す ン ル タン

パ タ  
○ 大 ， ， 1， 博 1， 2， 1 
（ 大 ・ ，1 大・ ，2 大・CoRE） 

【目的】 ラ ンは， ラス ン ロウドウ の から された タンパ

（24.6 kDa）であり， ・中 pH 下で 酸から速やかに 子を 成する。また， ラ

ンは に く吸 する も ，これらの がタンパ の か 不要な 子

の 定化に 用できると えられた。これまでに， ルタ ン S-トランスフェラー （GST）と

ラ ンを 合することで，GST 示 子の を実 したが， ラ ンの全長は比 的長く，

ラ ン の分解や GST の 下が問題 として られた。本研究では，より 化されたタンパ

定化タ の を目 し， ラ ン中の 子 成に 要となる His-Asp なド ン

（HD2 ド ン，5.6 kDa）のみを GST と 合し， 定化 の影響や からの 定化を みた。 
【方法・結果】 ラ ンの 子 成に るとされる HD2 ド ンと GST との 合タンパ

（HD2-GST）を し，本実験に用いた。HD2-GST は Ni-NTA フィニティー ラ による が

であった か， の分解は ど確 されなかった。また HD2-GST は 分な 子 成 を有して

いたことに加え， に する吸 も 分保 しており，これらの を 用して された GST
示 子はこれまでの 合タンパ よりも高い GST や 定 を示した。 には

に 子を 加しても，HD2-GST が 異的に 定化された。 
 

－ ル マ の 内 ト ト トマ スの  
○ 1, 3，Thi Thuy Tien Nguyen1, 2， 村 1， 村 3， 川 1，

田 1 
（1 山大 ・ ，2Hue Univ・Agri， 3 ・ ） 

【目的】 ル ハ マー は進行 の 変 で 在のところその や有効な 方法は明らか

になっていない。 方で，ヒトの と は と れる ト ー を 成しており，ある の

生理 物 を して に 々の影響を及ぼすことが報告されている。そこで 々は， 内 が

ル ハ マー の になりうるのではないかと え，本研究では， ル ハ マー （AD）

と高 （HC）の 内 を 植した ト ートマウスの を基 とした， たな ル

ハ マー デルマウスの ，およびその有効 を明らかにすることを目的とした。 
【方法・結果】HC および AD の の 内 を に， マウス（C57B/6）に 植するサン ル

を した。 したサン ルを 1 間 化した 4 の C57B/6 に 与し， ト ートマウス

を した。 した ト ートマウスは定 した を確 するために 6 で を採 し，

を確 した。その後，10 から 5 間 とに （ 解 および タ ロー 解 ）の採

および行 験（物体 験および位 験）を実 した。その結果，HC および AD では

異なった 内 の定 がみられ，その いは長期 育においても されていた。また， タ ロ

ー 解 において の影響が報告されているいく かの物 に変化がみられた。さらに，55
において物体 験および位 験において有意な の 下を示したことから，本研究

で した ト ートマウスは ル ハ マー デルとして有効であることが く示唆された。

－41－



－ ビタミン B12 に 及 の影響に  
○ 奈 1， 2， 博 2， 田 1,2， 1,2， 文 1,2 

（1 大 ・ ，2 大・ ） 
 

【 ・目的】ビタミン B12 (B12) では 数が することが報告されているが 1)，生

に及ぼす B12 の影響は不明である。そこで，B12 で き こされる生 下の を解明す

るために本研究を行った。 
【方法・結果】B12 加  ( ントロール ) と B12 は，B12 加培 と B12 加培 でそ

れぞれ 5 間の 培 を行い した。 の生 は総 数および 化数，また 1 の

数を計測することで した。RNA-sequencing (RNA-seq) 解 により，B12 が の生 に

与する 子の に及ぼす影響を した。総 数および 化数において B12 による な差異

は示されなかった。しかし，1 の 数を比 した結果， ントロール の 数は 1
目に となり， 期間は 3 間であった。 方，B12 は 2 目に の ー を

え，その期間は 5 間であった。これらの結果から，B12 は の生 を し 期間を 長

さ ることが示唆された。また，RNA-seq により の 子および に 与する 子の 量を

した結果，B12 は の 子数および 子数には影響を及ぼさないと推 された。しかし， で

ある の に 与する 子の 量は B12 により していた。以上のことから，B12

における 期間の 長は の 不全によると推 される。 
1) Bito et al. FEBS Open Bio, 3, 112-117 (2013) 

－ パルス光照射に レタスの  
○ 村 ， 田 ，神内奈々子，上田愛巳，谷川浩司，前田淳史， 
梶山博司（徳島文理大・理工） 
 

【目的】 LED や蛍光灯などの 光を用いる植物 場や， 光を用いる では， された

のもとで 物 などが栽培されている。本研究の目的は，明期には 光や 光はそのまま

用して，光がない暗期にも微弱な光を照射することで，レタスの生育速度を向上さ ることである。 
【方法・結果】 レタスは水耕方式で栽培した。明期には，LED の赤色(660 nm)と青色(450 nm)を 12 時

間だけ同時に照射した。光合成有効光量子束密度(PPFD)は，赤色 LED は 48.3，青色 LED は 8.3 と .5 で

あった。明期の LED 照射の PPFD は，赤色を 定して，青色を変えた。LED 照射終了後の暗期に，中心

波長=450 nm，デューティー比=0.05，PPFD=0.1 のパルス光を照射した。暗期における照射 ロフ ル

は の 4 りであった。 LED(8.3)=4 時 16 時， LED(8.3) 4 時 16 時，パルス光=4-16 時， LED(1.5)
4-16 時，パルス光 4-16 時， LED(1.5) 4-16 時，パルス光 16-4 時。栽培中は， 度 22℃， 度 40-50％

に保った。定植後 28 間 した。 も の の は， 177 cm2， 182 cm2， 123 cm2， 230 cm2

であった。すな ，暗期パルス光を照射することで，LED のみに比 て は で 1.25 倍であっ

た。 が がり， の まで が びていたが， の数も増していた。これにより，PPFD が 0.1 と

いう微弱光は，パルス光にすることで，レタスの生育促進と 長 に効果があることが かった。 
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－ の に及ぼすパルス光照射の影響 
○ 田 ， 村 ，上田愛巳，神内奈々子，大 ， 乃，前田 ，

前田淳史，梶山博司（徳島文理大・理工） 
 

【目的】 本研究では，水 の生育に及ぼすパルス光照射の影響を ，光 用効 がパルス 期に

存することを明らかにする。得られた結果に基 き，光化学 （PS） における 子 に いて

する。 
【方法・結果】 水 は 度 22℃， 度 40 50％の で， 芽後 30 間栽培した。青色（450 nm
ー ）と赤色（  nm）のパルス光を，1 に 12 時照射し，水 の生育に及ぼすパルス間 t と光

合成光量子密度（PPFD）の影響を た。パルス光の t は 6.6 s，250 s，500 s，それぞれの光合成有

効量子束密度（PPFD）は ，0.9，0.5 であり， パルスの光子数は同じであった。 
長は t=250 s で 長くなり，500 s，6.6 s では 30％ した。すな ，PPFD と生育速度の

比 は，パルス照射では成立しないことが かった。 の長さを光子数で 化して求めた光合成

光 用効 は， t=500 s で であった。以上の結果は，水 の PS の 応時間はおよそ 250 s であ

ること， t が PS の 応時間より長くなると光合成の により生育速度は することを示して

いる。 方，PPFD が きい t=6.6 s の時に生育速度が したことから，PS の 応 中 で

の P680 は PS の 子 を 要 になっていると推定している。 
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－１ Gluconobacter の に

ミ の 上  
村 ， 谷 ， 1， 1， ，○ 1 

（山 大 ・ ，1山 大・ ） 

キミ酸は生理学的には ミ 酸合成 の 中間体である 方で， から成り

の不 を有する から の合成 として有用である。 に ンフル ン であるタミフル

（oseltamivir）の として 要な化合物である。 酸 Gluconobacter oxydans NBRC 3244 は，キ 酸

水 ，デヒドロキ 酸 水 （DQD）， キミ酸 水 の 3 の を ，キ 酸からの

キミ酸 を行う を有している。G. oxydans の DQD は （AroQ）であり， pH が塩基 の

12 量体 である。 DQD（AroD）は， pH が中 から弱酸 の 量体であるが，Gluconobacter
酸 は保有していない。 た は以 ，培 中に培 の pH を DQD の pH である塩基 に

フトすることによって，G. oxydans でデヒドロ キミ酸の生 速度を上 ることを報告した(1)。本研究で

は，近 の 酸 Gluconacetobacter diazotrophics Pal5 が保有する aroD 子を G. oxydans NBRC 3244
に さ ることを みた。 に，この AroD を G. oxydans の ラ と分 さ るために，TAT
存 ル ドを 的に 合さ た TAT-aroD を さ た。G. oxydans NBRC 3293 の kgdS
子 来の TAT 存 ル ドを用いた。 々は，G. oxydnas において，キ 酸からデヒド

ロ キミ酸 の の変 を ラ で行うことにより，デヒドロ キミ酸の 生を，pH フトを

することなく効 的に行うことができると推測した。 
(1)Nishikura-Imamura et al. (2014), Appl Microbiol Biotechnol 98: 2955. 

－２ の ル ル の の  
○ 1,2， 島 1， 田 1， 1,2 
（1 ，2 島大 ・ ） 
 

【目的】 では， 期のもろみ中の は高濃度 タ ール のストレスにより 向に

ある。 による 内 物 は に 影響を及ぼすため，その の として， タ ー

ル が育 されてきた。実用 K11 は K7 の高 ル ール 変異体だが，この の

変異は， CYR1 子上の 塩基 （2066 G>A）であることが分かっている。 方で，当研究 で

たに分 した K6 来の高 ル ール 変異体 K6AT3 では，CYR12066 は 生 であったことから，

の 変異の存在が示唆された。そこで本研究では，K6AT3 の ル ール の 変異及び ル

ール を明らかにすることを目的とした。

【方法・結果】ま ，K6AT3 におけるストレス応 子の に いて qRT-PCR により mRNA
量の定量解 を行った結果，K6AT3 では， ストレス 下でも K6 よりストレス応 子 が高

していた。これは，K11 などの K7 と同 で，K6AT3 においても， らかの理 でストレス応

が 化することで を 得したと えられた。 に， の 変異の を行った。 と

変異 の の比 から， ル ール 変異の として 7 の SNP サ トを した。これ

らに いて，K6 ，K6AT3 レルの 子 をそれぞれ し， ストレス 験（22%EtOH）

により， の 与に いて を行ったところ，CDC55 子上の変異が ル ール に 与す

ることを示すデータが得られた。 在， レル導 や 子 を用いた 分 を行っている。 

－44－



－ タ ル に タ ル の  
○山 にに子 1,2， 島 1， 1,2（1 ， 2 島大 ・ ） 

 
 

【目的】 的な き うかい 7 （K7）から育 された高 ル ール き うかい 11
（K11）の高 タ ール の 変異は， 報の比 により デニル酸 ラー CYR1上の

塩基変異 CYR1A/G2066A/Aであることが に明らかになっている。Ras/cAMP/PKA は， ，ストレス

応 を に するものであるが，これまでの の結果，K11 ではストレス応 が 化してい

る 方で，cAMP 含量が増加し，PKA の も 進していた。そこで本研究では，K11 における高 タ

ール の の解明を目的として，変異 CYR1 が Ras/cAMP/PKA に及ぼす影響に いて

することとした。 
【方法・結果】 ま ， タ ール における PKA の高 化に 目し，PKA の サ ニ ト

である Tpk1，Tpk2，Tpk3 のそれぞれの高 タ ール の 与に いて ることにした。実験

BY4742 と K7，K11 において TPK1/2/3 を し， タ ールストレス の影響に

いて た。実験 では，TPK2 においてストレス の な 下がみられ，Tpk2
はストレス の に な をしていることが示唆された。 在， における TPK1/2/3

の を ており， ル ール における PKA 高 化の意 に いて 中である。 
 
 

－ 子に 米 の  
○ ， 奈， 浩 1， 田 1， 子 2， 谷 2，

内山 2， 2， 2，村 司 2， 田 2，上  
（ ・工 ，1 ・ ，2 大・ ） 

【目的】高 において は 目 ( )の 6％を め，さらに は 7 年間で 3.7
倍に びている 要な である。しかし， である の 用 は 30％と い。

として，これまでに (とさにしき) ， 子(か なるこ) ， の ( んの め) が され

たが， の 以 の生 量は近年 下している。これは は収 時の が く，収量が

下するため， 子 は心 が きす て が く， 時に れ が しやすいためである。

そこで本研究では， 子 に る平 部での栽培が な 生 の有 の育 を みた。 
【方法・結果】有 の は 験と 験， 験によって行った。平成 26 年度から

平成 28 年度までは高 技術 ンターが栽培した を，平成 29 年度は高 平 部の生 が栽

培した を とした。 分 法による 験，総 155 g または 600 g の小 み 験に

よる 験， 60 kg の 験(平成 27-29 年度のみ)を行った結果， 高育 80 は 子

に比 て心 が高 ， 験においても 3 年間を じて い砕 を していた。また，

験や 験の結果でも 子と同 の を していた。 
 
 
 

－45－



－ の の の  
○ 谷 ， 1， 子， ， ，村 司， 田 ，

上 1（ 大・ ，1 ・工 ） 
 

【目的】 は， りの ない から られるため， りの高さは 中の の きに きく 存

している。 中の な 成分は， の りの 酸 ミルと ン の りの ロン

酸 ルである。これらの量と ランスが の の となり， の 化と 化を る上で

要である。高 ではこの 2 の 成分を高生 する AC-95 を した。AC-95 を用いた は

市販 において高い を得ている。しかし， によって りの 方が異なること，不

の となる ルビン酸が高いことが かっている。そこで本研究では，AC-95 に る の

を目的とし， 酸 ミルを生 する を として， ロン酸 ル生 を向上さ る

ルレニン を得ることで，2 の 成分を ランス く高生 する の育 を みた。 
【方法・結果】高 内で用いられている A-14，AA-41，H-21，KA-1， 本 酸 を

とした。変異処理は 15 g/ml ル タンスル ン酸によって行った。変異処理した を 5.6mg/
ルレニンを含 培 に し，生育した を ルレニン とした。得られた を用いて

小 み 験を行い， 心分 によって上 を得た。上 を ドス ース ス ロマト ラフィ

ーによって 分 し， と同 の 酸 ミルを生 し， ロン酸 ルを高生 した を

した。 ルレニン含有培 で培 した結果， ルレニン を数 得した。小 み 験の結

果から 成分を ランス く高生 し， の 用が期 できる を数 した。 

－ の に す ン の  
○ 子， 1， 谷 ，内山 ，村 司，上 1， 田  
（ 大・ ，1 ・工 ） 
 

【目的】近年， 内市場の 量は 向にあり， も い今後 な増加は めない

と えられる。 方， 市場においては 本 ー などを に の が増加し， の

を に れた が 要 されている。それに 応する として ン を 用した

が存在するが， ン は と比 して ル ール が弱く， 成分生成量も ないため，

においてはこれらを する 要がある。そこで本研究では， ン に した

法を するため， に影響を与える ミンの 加 験と 数を した ル ール の

験を行った。 
【方法・結果】 ン の ミン 加 験では， ン 61 を用いて，1 g/ ton の ミンを

加した総 155 g の小 み 験を行った。 心分 による上 後の の 成分と 成分を分

した。その結果，61 中 49 で 本 度のキレが くなり，45 で 酸 ミル量が増 するなど

の効果が られた。 ル ール の 験は， ン 61 を用いて，総 155 g の小

み 験を行った。 は ル ール度数が 11%から 13%に したところで終了さ た。 心分 に

よる上 後の の 成分と 成分を分 し， を行った。その結果， の 4 間

験と比 して， が 下していた。また， に比 ，酸度や高 ル ールに が られ

た。 した結果，10 の ル ール が高い を得られた。
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－ の に の に ンに  
○ ， 山 ， 上 奈，山 1， 島 子 2， 3， 

奈 4，上 4，村 司， 田  
（ 大・ ，1山 ，2 FBC ，3 山 ，4 ・工 ） 

【目的】近年，微生物 を 用した後 は， 酸化 などの 向上によって， 来の に

加 を与えることが られている。本研究では，植物から比 的 定な 酸 を分 し，その培

体を用いた の の 方法を し， の 加効果や 酸化 の を みた。 
【方法・結果】 (ハ ， ，キ マ ，ド ミ， ， ， ー ン)の粉 を 加した MRS

体培 を用いた ー 来 酸 Lactobacillus plantarum HRS15-8 とビ 来 酸  
Pediococcus lolii HRS5-32A の 培 験では， による な生育 効果は られなかった。

に，この の 酸 培 をスターターに用いて 験を行い，生 数，pH，酸度，DPPH
ラジ ル などを測定した。さらに， - ル ン，ミ ミ ， 果 ， ー ン

などの 物を とした 験を みた。 に のみでは， 酸 の増 に 分な 分

を くので， 酸 培 をスターターに用いても生 数の増 を めるのは しく，生 数を長時間

することが 要になる， としての 物と の 合 によっても効果が異なるので，生

数と 酸化 の変化が となる。今 ， に たな 場 の 用と高 加 化を目 した

と ー ン は， の有 に ら 生 数の が であったが，い れの に しても

ミ ミ の 加効果が められた，また， ー ン では ー ンの 加が生 数の や DPPH
ラジ ル の増 に効果的であった。 

－ ルトの に及ぼす - ル ンの  
○ ， 上 1， ， ， 上 奈， 史 2， 

奈 3，上 3，村 司， 田  
（ 大・ ，1 ，2 ，3 ・工 ） 

【目的】 Aureobasidium pullulans は 体 糖として - ル ン（SBG）を生 する。SBG は，

増 糖 として 加物に 用されている 方で， 酸 の 化にも 与することが報告され

ている。本研究では， ー ルトスターター 酸 を用いて 酸 の生育や ー ルト における

として，SBG の効果を した。 
【方法・結果】4 のスターター 酸 Streptococcus thermophilus，Lactobacillus delburuekii subsp. bulgaricus，
Lactobacillus helveticus，Lactobacillus casei subsp. casei N027 を用いた。MRS 体培 にて 37℃，120 rpm
で 48 時間 とう培 し， 時的に生 数を測定した。10% 粉 にて を で植 ，もしくは

S. thermophilus とそれ以 の 3 を 々 み合 て植 して 験を行った。37℃で 24 時間

培 し， 時的に pH，酸度， ード 成， の 水を測定した。 ード 成は B 度計による

度で した。 験で SBG は AFO-202 ，NN 来の 2 を用いて 3% 加した。結果，MRS
培 では L. helveticus，L. casei で SBG 加により生 数の増加がみられた。 粉 の 験では L. 
bulgaricus と L. helveticus に いて SBG 加でより い pH の 下と酸度の上 がみられた。 では

い れの み合 においても と比 し，pH，酸度だけでなく ードの 度の増 が された。

さらに ード 成及び の 水は 加する SBG の によって差がみられた。SBG の 加により

酸 生育・ 促進， ード 成 の向上がみられ， ー ルト における有用 が示唆された。 
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－ ミ ミ の タ ル  
○ ，村 司， ， ， 田 1， 2， 
島村 子， ， 田  
（ 大・ ，1 大・理工，2 大・ ） 

【目的】 は 上植物と比 て成長速度が く， らかい植物 をも ことが である。

また， は な 水中ではなく 水中で生育するため， の マス 源として期

される。本研究ではミ ミ の しい 用法を するために，高 学 生物 育研究

で 上 されたミ ミ の タ ール 物がも を 験した。 
【方法・結果】 験の として， 中 と近 な ， 中 ， の

に る と ， 酸 を用いた。ミ ミ 粉 を タ ールに し， ℃

で 間 した後，ろ して タ ール 分を分 した。 に タ ールを加えて を り

し， 度の タ ール で得たろ を 合して濃 したものを タ ール 物とした。

ジ ルスル キ ドで タ ール 物を 解し，5 ml の 体培 に 0，2.5，5，10，20 mg eq./ml と

なるように加えた。 を植 して生育 度で とう培 し，OD595を測定して微生物の成育

を した。その結果， 10 う ラ に して生育 が され，中で

も Jonesia dentrificans NBRC15587Tは タ ール 物 20 mg eq./ml で 全に生育が された。 体培

で生育が された に して平 培 を用いた 験を行い， の の を

計測して の有 を た。その結果， 体培 で生育 が された は平 培 を用

いた 験でも生育 が された。 

－ Bacillus sp. F-31 の す の  
○ ， 山 史（愛 大 ・ ） 
 
 

【目的】微生物 は ， など 々な 分 で課題とされている。 に ラ は有

が高いものが く が まれるが， という 有の により 物 が効きにくい。本研究

では ラ を 的とし，また 全 の から を 物 生 の分 源として

を行った。その結果， し 来の Bacillus sp. F-31 が得られたため，本 では F-31 およびその生

物である 物 の 状に いて報告する。 
【方法・結果】生 の同定および を行った結果，本 が 的および生理学的に Bacillus
であり， および ンテロトキ ン生 といった が られないことが分かった。 に，

法および Sep Pak C18 ラ による により 物 を 90 倍に した。以 の 状

験では サン ルを 用し，Tricine SDS-PAGE を用いた分子量測定，ト ン， ロテ ー K

を用いた ロテ ー 化， ，pH に する 定 験， ス トルの を行った。その結果，

本 物 は分子量 3,300 Da どの 水 ドであり， に 定であると に pH 定 が中 か

ら弱 ル であることが分かった。また， ス トルでは， および に く を有す

ることが分かった。これらの結果は，Bacillus が生 する テ ン 物 の と すること

が示唆された。 
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－ ス 内の の  
○ ， ， （ 島大 ・ ） 
 
 

【目的】 酸 に 応して生 する ス は， 育水 が pH 2.0 以下でも に生育でき，

に Chrionomus の ス から いだされる。本研究では，酸 ス 内の微生物 集を解 し，

それを に生きる ス と比 することで，酸 の 応 と ス 内の微

生物 の を明らかにする。 
【方法】 Chrionomus の酸 ス C. sulfurosus，C. fusciceps，C. acerbiphilus，そして C. riparius
の （ 4 ）から DNA を した。比 として， に生 する ス 8 ，C. yoshimatsui，
C. nippodorosaris，C. nipponensis，C. javanus，C. okinawanesis，C. flaviplumus，C. kiinensis，C. plumosus の

からも同 に DNA を した。それらの DNA から， の 16S rRNA 子 515–806 bp を

にラ ラ ーを し，MiSeq300 により タ 解 を行った。 
【結果】 解 によって全 ス 内の微生物 を比 すると，4 の酸 ス の

が に く ており，微生物 が ス の酸 に る が示唆された。 に 方

から いだされる C. sulfurosus および C. fusciceps には Nocardiaceae（ ）が，また

方から いだされる C. acerbiphilus および C. riparius には Enterobacteriaceae（ 内 ）が

的な として れることが明らかとなり， 生 による酸 応は ス の生 する によ

り異なる が示唆された。 
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－１ Rhodococcus sp. KO20 に す ミン の  
○ 田 ，村 司，山 ， 川 ， ， 子 1， 
山 浩 1， ， 田 （ 大・ ，1（ ） ル） 
 

【目的】 として有用な 3- ミ キ ジン（3-AQ）の不 合成を 向し， から分 し

た Rhodococcus sp. KO20 の 中に 3-AQ に 用する酸化 を した。そこで， を

とした 子 を し，本 を して 化学的 を た。 
【方法・結果】 ミン酸化 子を 結した pSE420U で した Escherichia coli JM109 を培

し，1 mM IPTG を加えて本 子の を誘導した。培 体を 50 mM ン酸 ウ （pH 

7.2）に し， 上で 波 砕して を し， 分 （30 50% ），ト パール

DEAE 650M ラ ロマト ラフィー，ト パール Butyl 650M ラ ロマト ラフィーに し，SDS-
ル ミド ル 的に均 に した。 を用いて ミン酸化 の基 異 ，

度と pH に する 定 びに 存 ，化合物の影響を した。本 応の pH は 8.5（ト

ス塩酸 ）で 度は 40 45℃であった。また，1 時間加 した は，40℃まで を 100%

保 したが，それ以上の 度では 々に は した。さらに， 々な pH で 1 時間，30℃で加 する

と，pH 5.0 8.5 の で 80%以上の を保 したことから，本 を用いた物 生 は中 近で実

するのが ましいことが かった。本 は R 体よりも S 体の 3-AQ に して高い を示し，

ミン， ミンには 用 ， ミンに 用することが かった。また，本 応に する

ンの影響に いても した。 

－２ Cyclo(Leu-Phe) oxidase の の

 
○ ， 田照 ，神 浩（ 山大 ・ ） 
 

【目的】 々は， 来の 状ジ ド 水 cyclo(Leu-Phe) oxidase が い基 異 を

示すことを してきた。また，本 の を求めるための 測定法として， 子受 体 phenazine 

methosulfate (PMS)と 2, 6-dichloroindophenol (DCIP)を 加し吸光度測定を行う PMS-DCIP 法を確立した。

しかし本 は本来酸 を 終 子受 体としており，その 子 の いから，HPLC で生成物が

確 されているが PMS-DCIP 法で 応 が確 できない基 が存在していた。そこで本来の 子

における，より高 度で定量的な 測定法の確立とそれによる基 異 の を行った。 
【方法・結果】本 と 状ジ ドの 応により， 終 子受 体である酸 が 子を受け るこ

とで 酸化水 を 生さ ，蛍光物 である 4-hydroxyphenylacetic acid と horseradish peroxidase を 用し

て 酸化水 を定量した。測定 にはマ ロ レート ー ーを用いて 1 分 との蛍光 度の増加

量を測定した。Cyclo(Leu-Phe)を基 として用いたところ，酸 を 終 子受 体とする 子 に

おいて，本 の 応 速度を 的か 定量的に測定することが であることが分かった。また，

PMS-DCIP 法において 応が確 できなかった基 に して本方法を用いたところ， を確 する

ことができた。これらのことから，本来の 子 における基 異 のための たな 測

定法を確立することができた。さらに，本方法を用いて Km と Vmax を し速度 を行ったと

ころ，同じ基 でも 子 の いにより 応 が異なることが明らかになった。 
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－ Marinomonas mediterranea CTQ ン

の  
○ ，梶山 ， ， ， 理子，田村 ， 

（ 山大 ・ ） 

【目的】 ン キ ー (GlyOX)は， ンを酸化し キ ル酸を生じる 応を する。 
近年，  Marinomonas mediterranea に な GlyOX が いだされた。本 はビルト ン

である ステ ント トフィルキ ン(CTQ)を含有すると推定されている。また本 は ン

に する な基 異 を有することから ン ンサーとして 用が期 される。しかし，本

における生 量が ないため が めて しく，これまで部分 を用いた しか行 れ

ていない。本研究では M. mediterranea 来 GlyOX を高 度に し，その 学的 や CTQ 成

，立体 を解明し応用に な ることを目的とする。【方法】M. mediterranea は培 として，マ ン

ロスを用いて 3 間 度培 した。培 上 から 70％ によりタンパ を 収した後，

DEAE-Toyopearl 650M, Sephacryl S 300-HR の ラ ロマト ラフィーに して を行った。GlyOX
は 応生成物である 酸化水 の量を 4- ミ ン ン法で定量することにより測定した。 

【結果】M. mediterranea GlyOX を ぼ均 に することに成 した。 した GlyOX の基 異 を

たところ， ミ 酸 20 の内では ンのみに 用し，基 体では ル ン

に して微弱な を示す 度で には 応しなかった。D- ミ 酸やサル ンに して高い 異

を示す 来の 来 GlyOX とは 照的に，本 は めて な基 異 を示した。 ンに

する かけの Km は 0.5 M であり， は D-，L- ニ ラミンやフェニルヒドラジンで された。 

－ Functional characterization of enzymes involved in the late steps of ulvan 
degradation 
○Ratna Mondal, Kouhei Ohnishi1 (UGAS, Ehime Univ, 1RIMG, Kochi Univ.)  
 

Ulvan is a complex water soluble sulfated polysaccharide in the cell wall of green algae belonging to Genus Ulva. It 
is composed of 3-sulfated rhamnose (Rha3S) and either glucoronic acid (GlcA), iduronic acid (IdoA) or xylose in 
smaller amounts. Bacterial degradation of ulvan is a multistep process and genes responsible for ulvan degradation 
are clustered at polysaccharide utilization locus (PUL). The first step is an endo-cleavage of the -(1 4)-glycosidic 
bond between Rha3S and GlcA, IdoA or xylose, through  elimination catalyzed by ulvan lyase. We had cloned and 
characterized two ulvan lyase genes belonging to polysaccharide lyase family 24 (PL24), KUL10_22730 and 
KUL10_26790, from Glaciecola sp. KUL10. PUL was found around KUL10_26790. We have searched genes 
responsible for the late steps of ulvan degradation in PUL and found several genes encoding glycoside hydrolases, 
rhamnosidases, and sulfatases. We cloned the candidate genes, expressed in E. coli, and purified with His-tag form 
at C-terminus. When two gene products, KUL10_26540 and KUL10_26770, belonging to GH105 family, were 
reacted with unsaturated oligo-ulvan released by PL24 ulvan lyases with a degree of polymerization higher than 
two, the smaller products were obtained; DP8, DP6, DP4, and DP2 were catalyzed to DP7, DP5, DP3, and DP1, 
respectively. We concluded that KUL10_26540 and KUL10_26770 are β-glucuronyl hydrolase. Four gene products, 
KUL10_26590, KUL10_26600, KUL10_26760, and KUL10_26780, showed a weak rhamnosidase activity, 
indicating they are likely to be involved in further breakdown of oligo-ulvan.  
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－  MSH1 C  GIY-YIG レ ンの   
○ ，大 ， 1， 田 子 1， 1， 内 ， 

（ 大 ・ ，1大 大・ ） 
 

【目的】植物 ル ラ は くの を有しており，その 内の 同であるが 全には

しない 間の え  (homeologous recombination) は，MutS ロ タンパ である  MutS 
homolog 1 (MSH1) の 不全により増加することで られる。しかし，本タンパ の生化学的 解

は行 れておら ，この に する な分子 は不明のままである。本タンパ はミスマ

ド ン，ATPase ド ン，さらに C に植物 MSH1 に 的な GIY-YIG レ ー ド

ンを有している。本研究では ロ 来 MSH1 の C  GIY-YIG レ ー ド

ン (AtMSH1 CTD) に いて えタンパ を し，生化学的 解 を行った。 
【方法・結果】pET-15b/atmsh1 ctd で  Rosetta2(DE3) pLysS を し，N  His6 タ き 
AtMSH1 CTD を 量 さ ，2 の ラ ロマト ラフィーにより高 度で した。 を

用いて， ル フト を行ったところ， 同 えの や促進に く  MutS2 と同 に，

え中間体に 的な D-loop や Holliday junction など分  DNA に して い結合 を有してい

た。しかし，Smr ド ンを有する MutS2 とは異なり， ンド レ ー を有していなかった。

GIY-YIG サ フ ミ ータンパ の中には レ ー の に のタンパ を 要とするも

のがある。 まり，AtMSH1 においても N に存在するミスマ ド ンが，GIY-YIG ド
ンによる DNA に である が示唆された。 

－ 大 ルス  R3H ン 上 レ  MIMI_R431 
の  
○大 ，大 1， 2， 2， 内 1， 1 
（ 大・ ，1 大 ・ ，2大 大・ ） 

【目的】 ウ ルスは数 から数 もの 子を ，その は のウ ルスや 生物には

られない のものである。 に，異なるド ンから成る 合タンパ が いことで られる。

Mimivirus shirakomae 来 MIMI_R431 は中間 に 3’-5’ キ レ ー ド ンとして られ

る WRN_exo ド ン，C には 酸結合ド ンとして られる R3H ド ンを ウ ル

スに高度に保存されたタンパ である。 キ レ ー の同定は テ ロジー の

与だけでなく， ウ ルスの分子レ ルでの理解に がると え，本 タンパ の生化学的

解 を行った。 
【方法・結果】pET-15b/mimi_r431 で  BL21(DE3) を し，N  His6 タ き 
MIMI_R431 を 量 さ ，Ni-NTA ロース，ヒドロキ パタ ト，TOYOPEARL DEAE により

高 度で した。また R3H ド ンを さ た R3H_del 変異体も同 の方法で， と を行

った。FAM でラ ルした レ ドを用いた 測定を行ったところ，MIMI_R431 は 本  
DNA 異的な 3’-5’ キ レ ー であることが解った。 方で，R3H_del 変異体ではその は

に していた。 
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－ 大 ルス 上 DNA ミスマ  MutS7 の   
○大 ， ， 1， 1， 内 ，  
（ 大 ・ ，1大 大・ ） 
 

【目的】 ぼ全ての 生物は の 確度を高めるために，DNA ミスマ を 。この

で に 要なのはミスマ 塩基を する MutS1 と ラー の を行う MutL である。 い

ことに ウ ルスに 有の 子 の中には， のウ ルスが たない MutS1 や の と高

い 同 を示す 子が存在する。 ウ ルスは MutL を たないが，この MutS1 と高い 同 を示

す MutS7 が C に推定上 レ ー ド ン(HNH ド ン)を ことから， ウ ルス

は 生物とは異なる ミスマ を と される。本 を明らかにすることは

の研究だけでなく， ウ ルス研究にも きく 与すると えた。そこで中心的 を う

ことが される MutS7 に 目し，ま HNH ド ン，その後全長の生化学的 解 を行った。 
【方法・結果】N ProS2 合 HNH ド ンを 内で 量 さ ， ラ ロマト ラフィ

ーにより高 度で した。 生 と部位 異的変異体を用いた DNA 測定より，本ド ンは

ニ キン ンド レ ー を有していたが，基 異 は されなかった。N と C

を し った全長 も N ProS2 合 として 内で 量 さ ， ラ ロマト ラフィ

ーにより高 度で した。ミスマ DNA の結合 と は確 されたが，パーフェ トマ

DNA との 異 の差は 10 倍 であった。また ATPase も 的な MutS タンパ の 10 分の 1

度だった。 在は ProS2 を した全長 を用いて解 を行っているところである。 

－  Acidithiobacillus ferrooxidans  Sulfide:Quinone 
oxidoreductase に す  
○ ，上村 1， 1（ 山大・ ，1 山大 ・ ） 
 

【目的】Sulfide:Quinone oxidoreductase（SQR）は， 生物・ 生物を問 く生物 に分 し，

にサルフ ド（S2-）を 子 与体としてキ ンを する 応を する。本研究では， 酸 の

酸化 の  Acidithiobacillus ferrooxidans の SQR に いて， 応速度 的解 など，その と

生理的 に いて を行った。 
【方法・結果】At. ferooxidans 23270 の全 データから SQR を ードすると推定される 子

（AFE_1792）を し，デ ンした ラ マーと本 の DNA を として PCR を行い，目的

子 Af-sqr を した。この 子を ラスミド ター pET21a に み， え ターを

した。この ラスミドで BL21(DE3) を し， え Af-Sqr の 量 得を みた。

その結果， え Af-Sqr の くは不 であったが， 部は 分から 得され，そこから高い

SQR が された。 んだ Af-sqr 子にはヒス ジンタ の ドンを 加しているため，

え  Af-Sqr は フィニティ ラ によって された。得られた Af-Sqr に いてはキ ンの ，

および 化水 の酸化 を測定し，SQR の としてそれぞれの 応速度 的解 を行った。本

のサルフ ド，およびキ ンに しミ ス- ンテンの式に い，それぞれの Km はサルフ

ドに して 31 M，キ ンに して 87 M と された。 在，At. ferooxidans を ， ，

酸，テトラ ン酸と異なる生育基 で培 し，本 子 の影響を ている。 
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－ Biochemical and physiological properties of the two type-II NADH 
dehydrogenases of Gluconobacter oxydans NBRC3293 ○Feronika Heppy 
Sriherfyna, Shoko Emoto, Minenosuke Matsutani, Hisashi Koike, Naoya Kataoka, 
Tetsuo Yamashita1, Eiko Nakamaru-Ogiso2, Kazunobu Matsushita, Toshiharu 
Yakushi (Yamaguchi Univ., 1Kagawa Univ., 2Univ. Pennsylvania) 

One of advantageous microorganisms in a broad range of biotechnological applications, Gluconobacter oxydans, an 
obligate aerobe, and used in oxidative biotransformation to produce L-sorbose, 2-ketogluconic acids, or 
dihydroxyacetone. This microorganism is a member of acetic acid bacteria and uses pentose phosphate pathway or 
Entner–Doudoroff pathway as the central metabolism due to a deficiency of enzyme in Embdem-Myerehof-Parnas 
pathway. Oxidation of NADH but also NADPH is most likely important for the central metabolism. G. oxydans 
strain 621H that has only one type-II NADH dehydrogenase (NDH2) shows poorer growth than the strain 
DSM3504 that possesses two phylogenetically distinct NDH2s. These were tentatively named general NDH2 
(gNDH2) and specific NDH2 (sNDH2). Transduction of the gene for sNDH2 to G. oxydans 621H has been shown 
to improve its poor growth (Kostner et al., 2014). Like the strain DSM3504, G. oxydans strain NBRC3293 
possesses both gNDH2 and sNDH2. Here, we compared substrate specificity of the two NDH2s by constructing 
recombinant Escherichia coli strain that solely expresses either NDH2. The recombinant gNDH2 showed a strict 
specificity on NADH, but sNDH2 oxidized NADPH as well as NADH. We constructed an NBRC3293 derivative 
defective in the gene for sNDH2 to investigate the growth behavior. This mutant strain showed less growth in 
mannitol medium than wild type.  

－ ル ン ス す ル に

 
○ 上 ， 博 1， 2， 1 
（ 大 ・ ，1 大・ ，2 大・CoRE） 

【目的】 ル ン ステラー （AChE）は 中心に Ser 基を ， ル ン（ACh）
を 酸と ン 加水分解する 応を する。 々はこれまでに，Pseudomonas aeruginosa PAO1 か

ら AChE（Pa-AChE）を し，本 が 応として，ACh を として ミ 基や水酸基の ル

化 応を することを明らかにした。また， ACh より な 酸 ル（EtOAc）も ル 与体

として 用できることも確 されたことから，本研究では ル 与体と受 体の 合 の いによ

る Pa-AChE の ル化 応 の影響を した。 
【方法・結果】 ル受 体として 1,6-Diaminohexane（1,6-DAH）と 6-Amino-1-hexanol（6-A-1-H），

ル 与体として ACh と EtOAc を し， 合 での Pa-AChE による ル化 応を し

た。その結果， ル化された 1,6-DAH 量は ACh よりも EtOAc を 与体とした場合が く， 照的

に， ル化 6-A-1-H は ACh を 与体とした場合でより く合成された。また ル受 体に す

る Km は，ACh を 与体として用いた場合，1,6-DAH よりも 6-A-1-H の方が くなり，EtOAc を
ル 与体として用いると， の結果が得られた。 には，pH の の影響も 受 体で異なった ロ

フ ルが示された。以上の結果から， ミ 基の ル化には EtOAc，水酸基の ル化には ACh
を 与体として 用することで，より効 的な ル化 応を できることが示唆された。 
 

－54－



－ Cellulosimicrobium sp. NTK2 ン タンパ に 々

の  
○ 大 ， 谷 1， 田 1， 博 1， 2， 1 

（ 大 ・ ，1 大・ ，2 大・CoRE） 

【目的】キ ンは生理 物 の生 や マス 源としての 用に期 されているが，その

な から 分解 を示し，分解には な や の が問題とされている。これらの問

題を するため， によるキ ン分解が みられているが，効 が く， だ 用に ってい

ない。 々はこれまでに， ニ や の から，高いキ ン分解 を ，

Cellulosimicrobium sp. NTK2（NTK2 ）を した。本 はキ ン存在下での培 で， Chitin-binding protein
（CBP）を く 体 に分 する。本研究では，CBP の とキ ン分解との を解き明かすため，

異 を し， 々なキ ー の に する CBP の 加効果を た。 
【方法及び結果】NTK2 の 報から，2 の CBP と 8 のキ ー を し，それ

ぞれの えタンパ を すると に， CBP のキ ー の影響を 的に解 した。キ

ン 糖分解 に する CBP 加効果を た結果，いく かのキ ー において， ル

下（pH9.0）でのキ ン 糖分解速度の向上が された。また，水 キ ンを基 とした

ラフィーにおいても，同 の効果が された。 在， 々なキ ー を に，より結 キ

ンに近い基 での CBP 加の影響を ている。 
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－１ の に Ssg1の  
○ 村 司， 1， 米 ， （ 島大 ・ ，1 ） 

 
 

【目的】 ニン において，S- デ ル ニン(SAM)は，生体内の 要な ル基 与

体として 々な物 の ル化 応に 用される。SAM は ル基を 与後，S- デ ル ステ

ン(SAH)となり，SAH は SAM の ル化 応を 合的に するため，SAH 水解 SAH1 によって

速やかに分解される。 々は，SAH1 子に変異を有する sah1 変異 を 得し， な増 と

を示すことを した。そこで，sah1 変異 の増 の を にス ーニン を行い，その

変異 SSG1 (Spontaneous Suppressor of Growth-delay in the sah1)を 得した。期 り，SSG1 変

異 は 時的 が 長し， 生 に比 て SAM および SAH を高 することが分かった。このこと

から，Ssg1 は SAM/SAH が る 長 子であると し，その の解明を目的とした。 
【方法・結果】Ssg1 の N に EGFP を 合した を し，その 在を した結果，Ssg1 は

に 在した。さらに，SSG1 変異 は 内に SAM および SAH を高 した。また，SSG1 は ロトン

濃度 を 用して や 物を するトランス ーターである MATE family と 同な を って

いることから SAM および SAH を に ことで 長していると した。そこで， ATPase

サ ニ ト VMA2 を したところ，SSG1 変異 は SAM および SAH の 量が し， となっ

た。このことから，SSG1 変異 の 長には の酸 化が 要であることが された。 
 

－２ レ の ス ス ル 子WSRKの  
○ ， 村光 ， 川 ， 田 ， 大 1,2， 川 博 

（島 大・ ，1 大・ ，2 大・ ） 
 

微 ー レ （Euglena gracilis）は， 下において 糖パラミロン（ -1,3- ル ン）

を ル ース 位に分解した後， ス ステル によりミ ス ルミ ス ン酸（C28）を 成分

とする ス ステルを生 する。 々はこれまでに， に応 した ス ステル に

は ン酸化による が 要であることを明らかにした上で， ン酸化 ロテ ー 解 を実 し，

に応 して ン酸化レ ルが有意に変 する 26 の ロテ ンキ ー を してきた。そ

こで今 ，これら ロテ ンキ ー の中から ス ステル に るキ ー の同定

を みた。 
ロテ ンキ ー に して 本 RNA（dsRNA）を合成した後， レ トロ レー ンに

より 々の 子 ウン（KD） ー レ を した。 KD における 処理後の

ス ステル合成におよぼす影響を した結果， の ロテ ンキ ー KD において

ス ステルの が しく されていたことから，この ロテ ンキ ー を WSRK（Wax ester 

Synthesis Regulation Kinase）と した。 下定 期まで培 した WSRK_KD を 24

時間処理し， 物を測定した結果，Mock ントロールと比 してパラミロンの および分解に

は影響が られなかったが， 処理後の C12 C15 までの 酸の が に されていたこ

とから，WSRK はパラミロン分解以 酸合成に る の に 与していることが示唆された。 
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－ 子 子 （SIGEX）に

○ ， ， ， 川奈 1， 田 2，

史 3， 内 ， 3（ 大 ・ ，1 大・

，2マ ン パン，3JAMSTEC・ ）

【目的】 在， ー ンス技術が し，生 を る塩基 報は に得られる時 に

ある。 方で からの 推測は との による によるところが きく，ORF 子

の 30% 以上は が不明など， として 子 が く存在する。そこで 子 応

を として 子 を り上 る Substrate Induced Gene Expression method (SIGEX 法) を用い

て， 子の 定を目 した。 微生物 が を 成する 下生 を とし，

下 を する物 に する基 応 解 を行った。 
【方法・結果】 本 上  NT13-15 にて 下 0-10 cm，10-20 cm，20-30 cm から採 された

物を用いて，evoglow をレ ーター 子としたそれぞれ総 子 長 >2Gbp の SIGEX ラ
ラ ーを した。その後 下 びに 下で タン， 酸 ト ウ ， 酸 ト ウ ，

D- ミ 酸などの基 を用い， 誘導を行った。3 のラ ラ ーとも 下では な応

を示さなかった。 照的に 下では，数 の D- ミ 酸に し >0.1%， 酸 ト ウ ， 酸

ト ウ ， タンに し >0.2% の応 を示した。また，3 のラ ラ ー間で応 を示す基 に

はみられなかった。このことは 下からの さの いにより が きく異なり， 下微生

物が 源とする物 の 異 に いがみられたためではないかと えられる。 
 

－ の の 子 の 及

タ の  
○ ，田村 ， ， 山 1， 理子 

（ 山大 ・ ，1 大・ ） 

【目的】 の は， (SiO2)を 成分としており， で 異的な 3 ・マ ロパタ

ーン を有している。 による 成 を解明できれ ， しい ラミ ス の合成に応

用できる がある。 々は，異なる微 の を の比 解 から，その 子

の解明を目 す研究を行っている。 は な 数を にもかか ら ， 解 及び 子

え技術の確立が報告されている は く かである。より くの で解 を進めるために，本研究

では， が 解 の から 子 を 得し，これを 用して を行う実験

を みた。【方法】 数の の fucoxanthin chlorophyll a/c-binding protein(fcp) 子 を に

計した ラ マーを用いて， の の 中から FCP 子を増 した。得られた が さ

れていることを RT-PCR によって確 し，この 子の上 500 bp を推定 ロ ーター，下 300 bp を

推定ターミ ーターとした。上 の DNA を用いて， ン 子(Sh ble)または ー ス

ン 子(nat)と GFP 子を する 用 ターを した。この ターをパーティ

ル ンにより 体に導 した。【結果・ 】Nitzschia palea 来の推定 ロ ーターを用いて し

た ターpNpfcp-ble は， 数 の 状目 の に 用できることが示された。この推定 ロ

ーター の に いて, 在 に解 中である。本研究で得られた成果は， の にお

ける 子 え技術の確立のために 立 ことが期 される。 
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－ Streptomyces incarnatus のストレス に  
○ 島 子， 理子， ，田村 （ 山大 ・ ） 
 
 

【目的】 の 生物 生 の促進のために， 子や ロ ーターの解 などが り まれてき

た。近年， を要求する は，立体 の 成や に分子 ロンなどの 理

ステ に く 存することが解明され ある。本研究では, 酸 生物 フン ンを生 する

Streptomyces incarnatus に酸 ストレス， などのストレスを与え フン ン増 効果を

した。また，本 のドラフト 解 報から同定されている groES, groEL, dnaK, dnaJ などの

理 ステ の ロ 子 の 解 を行い，ストレス の応 に いて た。【方法】

S. incarnatus を 体培 で培 し，培 上 の フン ン生 量を HPLC を用いて測定した。HCl
または NaOH を用いて培 pH を 4.0, 6.0, 8.0 に して，培 pH の フン ン生 の影響を し

た。 ストレス は本培 より 24 時間を 40℃で培 し，以 30℃で培 した。そして，qRT-PCR
法によりストレス 下での groEL, groES, dnaK, dnaJ の 量を測定した。【結果と 】中 ，塩基

培 と比 して酸 培 での フン ン生 量が高かった。また， ストレス では ントロール

と比 して 3 倍高生 であった。 解 の結果，酸， ストレス において groEL, groES は培

期のみ ントロールより高 となったが，dnaK, dnaJ は 生物 が盛んに生 される期間においても

高 であり，dnaK ロンの高 が 生物 生合成 の 定 に 与している が示唆

された。 

－ Streptomyces rochei の  
○ ， ， ， ， ， 川

（ 島大 ・ ）

 

Streptomyces rochei 7434AN4 の 状 ラスミド pSLA2-L 上には， ド 生物

Lankacidin(LC)・Lankamycin(LM)の生合成 子 ラスターが ードされている。LC・LM の生 は tetR
子 srrA, srrB ，SARP 化 子 srrY, srrZ ，さらに ル分子 SRB の生合成 子

srrX など， 数の 子により されている。本研究では， 生合成 の理解を目

した。

レ サータンパ SrrB は，高い pI を有する ル 分子受 体フ ミ ーに しており，

Streptomyces virginiae（ ージニ マ ン生 ）の ージニ マ ン生 タンパ BarB など

と同 に， 生物 生 を に する を 。そこで，srrB が 生物 生 に与える影響を

るため， ， srrB ， srrAsrrB を培 し， 酸 ルを用いて を行なった。 酸 ル 物

を HPLC に し，LC 生 量を比 したところ， srrB ， srrAsrrB に 5 倍以上も高生 していた。

物の 解 を行ったところ， では srrY の が 48 時間で終結していた。 方， srrB で

は srrY の が 72 時間に るまで していることが明らかになった。また， ， srrB および

srrA srrB では生育に差異がないことを している。このことから srrB は培 後期における srrY の

を っていることが示唆された。
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－ Streptomyces rocheiの ル 子SRBの に す

子 srrG の  
○ 島愛子， ， ， 川 （ 島大 ・ ） 
 

【目的】Streptomyces rochei は 生物 ラン サ ジン（LC）およびラン マ ン（LM）を生 し，

それらの生合成は ル分子 Streptomyces rochei butenolide（SRB）によって 密に されている。当

研究 ではこれまでに SRB1 および SRB2 の化学 を 定しており， 在は S. rochei の SRB 合成

子 srrX 近 に ードされていた 子から推定した生合成 を に，生合成 の解明を目 してい

る。これまでに srrO (P450 キ ー )が 6 位の酸化 応に 与することを明らかにしている。

今 は srrG（ 子）の解 を行った。 
【方法・結果】srrG は，SRB 生合成において C-1’位 トンの に 与すると えられ， 子 に

より 生物 生 が したことから，本 子 物の SRB 生合成 の 与が示唆された。 srrG と

srrX の 培 で 生物 生 が したことから，中間体の存在が示唆されたため SRB 中間体の

得を みたが，本 の 物は srrX に 加しても 生物 生 の が られなかった。このこ

とから，中間体の が不 定であることが示唆された。 に，HPLC により との 物の比 を

行ったところ，いく か には られない ー が確 された。 在， が られた 物の解

を行っている。本 ではこれらの結果を報告する。 
 
 

－ Streptomyces cinnamoneus の  
， 1，○ 史（ 山 ，1神 大 ・ ） 

 
 

【 と目的】 は，さま まなタンパ を 体 に分 することが られ，タンパ 生 の

有用 として，近年 目され ある。しかしながら， によるタンパ 体 に して

の報告 は ない。 々は，Streptomyces cinnamonues TH-2 来 ロテ ー （SCMP）の ロ

ーターを 用した ター(pTONA6)を した。これを 用し， 子源として， 全で

ある として で されている S. cinnamonues 報を 用した有用 の を行っ

ている。本 では， 々が した を 用して， の に 立 トランス

ルタミ ー (TGase)の を目的としている。 
【結果と 】S. cinnamoneus NBRC13864 から， DNA を し，MiniON ー ンサー（

スフ ード ・テ ロジー ）により，ドラフト を得た。市販 である S. 
mobaraensis NBRC13819 来 TGase（SMTG） 子の 同 を行い，S. cinnamoneus NBRC13864

来 TGase（SCTG） 子 報を得た。SCTG，SMTG 子を した ターを 成し，S.lividans 
1326 に した。培 上 の SDS-PAGE を行った結果，2% ロール，0.8%K2HPO4, 
0.05%MgSO4 7H2O, 0.5% トン, 0.5% キスを含 培 で，5 間培 を行った上 において，

成 のみの ンドを めた。培 上 を ン 体による を行い， ルド ーとし

て Z-Gln-Gly を用い比 した。 
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－ ン ス ル ル 
○ 田 ， 米 ， 内 （ 大・ ）

 
 

【目的】 の り す ジン（PEL）は ロン と同 の と ミ 基 をあ

った（ に のない）ハ ド マーとみなすことができる。そのため， としての

たな を めた有 として 目されている。当研究 では， に けて ル ル化に

成 した。実 ， ロロ ル を な分 として ルになることが分かっている。 ル ルは

的な くりに か ない になってきているが， ル ルの研究は 上であり，

ル を 化学に ら るを得ない状況が いている。今 ，本 PEL ース ル ルの に

いて れる。さらに，本 ル を さ る上で 要となる基 的 報まで得られたので報告する。 
【方法・結果】 ル ルの には，当研究 で された ン ン レ ス化法 が有効

であった。水 PELに 水 ラス としての物 を与えるには，PELの ミ 基 の ン

化と をも パート ー分子の が 要な課題であった。本研究では， 子 の きい 酸

基を えたラウ ル 酸 Na（SDS），スル ハ 酸ジ ル（DSS）， ニンスル ン酸 Na（LAS）
に 目した。 々 の結果， ル ルとしての に うパート ー分子としては SDSが で

あることが 明した。 用分 に いても した。分 結果は 的な ル化 には ないもの

であったが， 方で ロロ ル を含 含ハロ が分 になるという い 向も められた。 

－ の - - ルタミン 子 
○ 々 奈， ， 愛， 米 ， 内 （ 大・ ） 
 
 

【目的】 - - ルタミン酸（PGA）は，生分解 を えた 高分子でありながら，化成 ロンと

同 の と ル酸 の をあ ，ハ ド として なすこ

とができる。PGAは の の 成分として く られているが， の にも PGAを生 する微生

物として， 微生物である 塩 ーキ Natrialba aegyptiaca が存在する。 PGAとは異な

り L PGAを生 する。その れた立体 を かした 応用が期 されている。当研究

では N.aegyptiaca の PGA合成 子（ 上，plgA/plgB と呼 ）の同定に成 した。今 ，この 合

成 ステ に 目し， 子の 的 ・ に する研究を行なったので報告する。 
【方法・結果】 得した ロンを PGA合成 ロン（pgs）と比 した。結果， の pgs ロンが

4 の 子からなるのに し，この ロンは めて な 成であるとの結 に った。

測 デルによる 同 分 を実 したところ，PlgB は ーキ には存在しないは の ド

ンを合成する との が られる 方，PlgA に いては マー合成に る のい

かなる にも ていなかった。 子の ターを し，同 ローン を し

た。 いで，PGA生 の分 ，かかる を した。結果，そのい れの 子 物も で PGA
生 を有している が く示唆された。 
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－ ルタミン の に  
○山内 ， 田 ， 米 ， ， 内 （ 大・ ） 
 
 

【目的】 ルタミン酸（PGA）は の 生微生物の培 に 倍量の タ ールを

加して生じる 物から得られる。ただし， 度が いため，さらなる を要する。PGA
の高 まりの きな要 の とされる。2013 年，高 学の らは に けて PGA ン ン

レ ス（PGAIC）を した たな 収方法を した。2018 年 ろには 市立 学の らが PGAIC
を 用した 収技術の確立に んだが，実用化に向けて された課題は い。今 ，PGAIC の PGA
効 収法 確立のため，基 的課題に り んだので報告する。 
【方法・結果】 らは PGAIC を タ ールに 解後，NaCl を 加することで 結合 部が解 さ

れ，PGA の効 収も と報告している。ところが実 的な 収 は 60%に まること，加えて

の塩（ 定される ン結合数の 10 倍 ル）を含 水 を要する ，かかる方法 には 本

的な しが 要との がある。今 ， 収 の 下に 量の水分が るとの 測に った。

ま ， 定 ン結合数と ルの HCl 分子を含 濃塩酸 (12N 用量) を 加する に したと

ころ， 実上の PGA 全 収まで めることが確 できた。 いで， の水分 が 収不全の

要 であることを立 するため，上 と同 ル 下，塩酸のみ する方法(0.2N 水 )に変 したと

ころ，PGA の 収 は 10%に まった。PGAIC の PGA 効 収法 では な水分の を

ける 略が に 要であることが 明した。 
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